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【「日本遺産」認定 鶴岡市記者発表】
４月28日に関係者など50人が集まり、二つ
目の日本遺産認定の快挙を喜び合いました。

04  〈特集〉

あらゆる人が暮らしやすい鶴岡を
目指して
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【
こ
こ
に
し
か
な
い
日
本
遺
産
】

　

私
た
ち
の
先
人
が
大
切
に
守
り
伝
え
て
き

た
鶴
岡
の
文
化
遺
産
。
平
成
二
十
八
年
四
月

に
認
定
さ
れ
た
〝
出
羽
三
山
～
生
ま
れ
か
わ

り
の
旅
～
〟
に
続
き
、
鶴
岡
の
絹
（
シ
ル

ク
）
の
歴
史
的
な
価
値
や
魅
力
に
基
づ
く
ス

ト
ー
リ
ー
が
認
め
ら
れ
、
今
年
の
四
月
に

「
サ
ム
ラ
イ
ゆ
か
り
の
シ
ル
ク　

日
本
近
代

化
の
原
風
景
に
出
会
う
ま
ち
鶴
岡
へ
」
が
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
遺
産
の
出
羽
三
山
と
サ
ム
ラ
イ
ゆ
か

り
の
シ
ル
ク
。
複
数
の
日
本
遺
産
が
存
在
す

る
都
市
は
国
内
で
も
数
え
る
ほ
ど
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー

は
鶴
岡
な
ら
で
は
の
貴
重
な
文
化
・
歴
史
資

源
な
の
で
す
。

インタビューを交えて紹介します。

サ
ム
ラ
イ
ゆ
か
り
の
シ
ル
ク

多
層
民
家
の
里

　
～
田
麦
俣
～

●
養
蚕
と
暮
ら
し
を
兼
ね
た
家

　

田
麦
俣
地
区
に
あ
る
四
層
構
造
の
多

層
民
家
。
豪
雪
地
帯
で
の
山
村
生
活
と
、

な
り
わ
い
で
あ
る
養
蚕
を
一
つ
の
建
物

で
行
う
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
形
に
な

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　

●
養
蚕
作
業
の
効
率
を
高
め
る
工
夫

　

養
蚕
は
三
層
目
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

採
光
と
通
風
に
よ
っ
て
養
蚕
作
業
の
効

率
を
高
め
る
た
め
「
高
は
っ
ぽ
う
」
と

呼
ば
れ
る
高
窓
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
窓
の
あ
る
建
物
の
姿
が
か
ぶ
と
に

似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
か
ぶ
と
造
り
」

と
呼
ば
れ
、
美
し
さ
と
風
格
を
兼
ね
備

え
た
多
層
民
家
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

【主な構成文化財】
●旧遠藤家住宅（県指定有形文化財）

祝

鶴岡市に
二つ目の

日本遺産が誕生

●問合せ　本所政策企画課☎25‐2111内線526

～サムライゆかりのシルク
　日本近代化の原風景に出会うまち鶴岡へ～

【主な構成文化財】
●松ヶ岡開墾場（国指定史跡）
●松ヶ岡開墾士住宅（市指定有形文化財）

●
ジ
ャ
パ
ン
シ
ル
ク
源
流
の
地

　

絹
産
業
は
明
治
以
降
の
日
本
の
近
代

化
を
産
業
面
か
ら
け
ん
引
し
ま
し
た
。

旧
庄
内
藩
士
約
三
千
人
が
原
生
林
を
開

拓
し
、
国
内
最
大
規
模
の
十
棟
の
大
蚕

室
が
建
設
さ
れ
た
松
ヶ
岡
開
墾
場
は
、

明
治
以
降
の
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し

た
「
ジ
ャ
パ
ン
シ
ル
ク
源
流
の
地
」
と

言
え
ま
す
。

●
生
き
た
業
と
し
て
の
絹
産
業

　

明
治
時
代
以
降
に
開
墾
さ
れ
た
多
く

の
開
墾
地
は
、
そ
の
後
、
農
山
村
集
落

へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
こ
の

松
ケ
岡
地
区
は
違
う
歴
史
を
た
ど
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
開
墾
当
時
の
施
設
や
開

墾
地
、
経
営
方
針
な
ど
当
時
の
形
態
を

現
在
ま
で
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
で
、

日
本
開
拓
史
上
極
め
て
貴
重
な
例
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

開
墾
場
綱
領
に
あ
る
「
徳
義
を
本
と

し
て
産
業
を
興
し
て
国
家
に
報
じ
、
以

っ
て
天
下
に
模
範
た
ら
ん
と
す
」
の
教

え
が
守
り
続
け
ら
れ
、
養
蚕
か
ら
製
糸
、

製
織
、
精
練
、
捺
染
ま
で
の
絹
製
品
生

産
の
一
貫
工
程
が
「
生
き
た
業
」
と
し

て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

〝
生
き
た
業
〟
の
産
業
観
光
地

　
～
松
ヶ
岡
開
墾
場
～

サ
ム
ラ
イ
ゆ
か
り
の
シ
ル
ク
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【
鶴
岡
の
絹
。
そ
の
価
値
】

　

鶴
岡
の
絹
の
歴
史
は
明
治
五
年
の
松
ケ
岡

地
区
開
墾
に
始
ま
り
ま
す
。
明
治
十
年
に
松

ヶ
岡
開
墾
場
内
で
国
内
最
大
の
大
蚕
室
群
が

整
備
さ
れ
、
絹
産
業
の
基
盤
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
絹
産
業
は
大
き
く
飛
躍
。
鶴
岡
を

中
心
に
多
く
の
人
た
ち
が
絹
産
業
に
従
事
し
、

一
大
産
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

百
数
十
年
を
経
た
今
で
も
、
本
市
を
含
む

庄
内
地
域
は
絹
産
地
の
北
限
で
、
生
産
工
程

が
全
て
そ
ろ
う
全
国
で
唯
一
の
地
域
で
す
。

ま
た
、
市
内
に
は
絹
産
業
に
関
わ
る
歴
史
的

建
造
物
が
大
切
に
保
存
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鶴
岡
の
絹
産
業
と
伝
統
文
化
を
守
り
な
が

ら
新
た
な
可
能
性
を
広
げ
る
取
り
組
み
も
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
「
鶴
岡
シ

ル
ク
タ
ウ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
絹

の
新
し
い
価
値
や
創
造
性
あ
ふ
れ
る
産
業
の

創
出
に
向
け
、
住
民
、
地
域
、
行
政
が
連
携

し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
副
産
物
の

「
キ
ビ
ソ
」
を
活
用
し
た
製
品
は
「
ｋ
ｉ
ｂ

ｉ
ｓ
ｏ
」
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
国
内
外
で
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

【
二
つ
の
日
本
遺
産
を
生
か
す
】

　

今
後
、
鶴
岡
の
二
つ
の
日
本
遺
産
を
体
感

し
よ
う
と
国
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
、
食
と
農
の

景
勝
地
の
取
り
組
み
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

来
訪
者
の
増
加
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
効
果
的
な
情
報
発
信
や
受
入
れ
環
境

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

日本遺産に認定された「サムライゆかりのシルク　日本近代化の原風景に出会うまち鶴岡へ」を

近
代
化
の
原
風
景

　
～
商
業
・
産
業
の
近
代
化
遺
産
群
～

サ
ム
ラ
イ
ゆ
か
り
の
シ
ル
ク

【主な構成文化財】
●旧風間家住宅　丙申堂（国指定重要文化財）
●風間家旧宅　表門・西側板塀（各国登録有形文化財）
●風間家旧別邸　無量光苑釈迦堂・土蔵・表門・中門・
　北門・板塀（各国登録
　有形文化財）
●旧渋谷家住宅（国指定
　重要文化財）
●旧西田川郡役所（国指
　定重要文化財）
●旧致道館（国指定史跡）

●
絹
産
業
の
発
展
を
支
え
た
風
間
家

　

鶴
岡
の
絹
産
業
振
興
に
力
を
注
い
だ

人
た
ち
。
そ
の
中
に
は
旧
庄
内
藩
の
御

用
商
人
と
し
て
発
展
し
、
鶴
岡
一
の
豪

商
と
な
っ
た
風
間
家
が
い
ま
す
。
七
代

当
主
の
風
間
幸
右
衛
門
は
住
居
と
営
業

の
拠
点
と
し
て
明
治
二
十
九
年
に
丙
申

堂
を
建
設
し
ま
し
た
。

　

二
百
年
前
の
武
家
門
や
、
約
四
万
個

の
石
が
置
か
れ
た
石
置
屋
根
が
特
徴
で
、

母
屋
と
四
つ
の
蔵
な
ど
豪
商
の
繁
栄
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

●
面
影
が
残
る
歴
史
的
建
造
物

　

致
道
博
物
館
に
は
多
層
民
家
や
桑
園

整
備
へ
の
資
金
貸
付
け
、
養
蚕
指
導
が

行
わ
れ
て
い
た
旧
西
田
川
郡
役
所
が
移

築
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
新
海

町
に
立
地
す
る
絹
織
物
の
精
練
を
行
っ

て
い
る
会
社
で
は
、
明
治
三
十
九
年
に

建
設
さ
れ
た
工
場
と
昭
和
初
期
に
建
て

ら
れ
た
事
務
所
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
市
内
に
は
絹
産
業
が
盛

ん
だ
っ
た
当
時
の
姿
を
今
に
伝
え
る
建

造
物
が
残
っ
て
い
ま
す
。

●鶴岡の誇れる文化を未来へ織り続ける
　明治の頃、シルクは地域活性化を担う先端産業でした。庄内で
は先人先輩をはじめ、現在に至るまで多くの方々が関わり、絹産
業の発展に努めました。これまでの多くの人たちの努力がこのた
びの日本遺産認定に結び付いたこと、本当にうれしく思います。
これからは、鶴岡シルクをいかし、文化や産業・観光など多方面
から新たな可能性が広がることを期待します。
　先に認定された日本遺産の出羽三山とあわせて、「サムライゆ
かりのシルク」が多彩な文化が織りなす鶴岡の魅力として国内外
へ発信され、各地から大勢の皆様が鶴岡においでいただくことを
心から歓迎いたします。致道博物館　館長

松ヶ岡開墾場　総長 酒井忠久 氏
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あらゆる人が
　暮らしやすい
　　鶴岡を目指して

～障害者差別解消法施行から１年～

［特集］

　障害のある人への差別をなくすための「障害者差別解
消法」が施行され１年がたちました。今回の特集では、
この法律の内容、障害のある人やご家族の声を紹介しま
す。障害のある人もない人も、誰もが暮らしやすい鶴岡
にするためにできることを考えてみませんか。
◎問合せ　本所福祉課☎25‐2111内線130　　

【写真】障害のある人が勤める喫
茶ギャラリーかたぐるま　　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
私
た
ち
の
町
に
は
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
様
々
な
人
が
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
自
分

の
体
を
思
う
よ
う
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
、
知
的
機
能
の
発
達
に
遅
れ
が
あ
る
、
精

神
疾
患
を
患
っ
て
い
る
な
ど
、
障
害
の
あ
る

人
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
障
害
の
あ
る

人
に
は
、
障
害
の
な
い
人
が
当
た
り
前
に
で

き
る
こ
と
が
、
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
駅
の
ホ
ー
ム
に
階
段
で
し
か
行

く
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
足
に
障
害
が
あ

り
階
段
を
使
っ
て
移
動
す
る
こ
と
が
難
し
い

人
は
、
当
た
り
前
に
電
車
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

ス
ロ
ー
プ
が
あ
れ
ば
そ
れ
は
解
消
で
き
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
が
感
じ
る
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
は
、
心
身
の
障
害
だ
け
で
は
な
く
、
社
会

や
環
境
に
も
原
因
が
あ
る
の
で
す
。

　
こ
の
社
会
や
環
境
に
あ
る
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
の
原
因
を
で
き
る
だ
け
な
く
し
、
障
害

の
あ
る
人
で
も
障
害
の
な
い
人
と
同
じ
よ
う

に
普
通
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
目
指
す
理
念
を
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」
と
言
い
ま
す
。

　
こ
の
理
念
の
下
、
障
害
者
基
本
法
の
改
正

な
ど
、
障
害
の
あ
る
人
が
社
会
の
一
員
と
し

て
尊
厳
を
持
っ
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
環

境
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

障
害
者
差
別
解
消
法
っ
て
？

　
昨
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
「
障
害
者
差
別
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障害のある人もない人も住みやすい社会へ
　けがで両足が不自由になり車椅子
を利用しています。車椅子での生活
になってから再就職し、定年退職す
るまで、地元の民間企業に30年間
勤めました。会社は障害の特性を理
解して、自動ドアやスロープの設置
など働きやすい環境を整えてくれま
した。とても感謝しています。
　現在は鶴岡市障害者相談員として、
同じような障害のある方に、自分の
経験を踏まえアドバイスをしていま
す。また、インターネットなどを利
用していない人も多いので、福祉用
具などの新しい情報を提供していま
す。
　下肢障害のため車椅子や杖を利用

していると、大勢の人がいる場所で、
全体の流れを止めてしまうことがあ
ります。先日、コンサートに行き入
場待ちの行列に並んでいたところ、
スタッフの方がほかの並んでいる方
に理解を求めて先に誘導してくれま
した。とてもうれしい配慮でした。
　現在健康でも自分や家族が高齢や
病気、けがなどで障害者になること
もあります。障害は一部の人だけの
問題ではありません。障害者差別解
消法の理念が広く浸透し、障害のあ
る人もない人も誰もが住みやすい社
会になっていくことを期待します。
私も障害のある立場で啓発していき
たいです。

鶴岡市障害者相談員
阿毛 稔　氏

障害のことを知って地域で見守りを
　息子がダウン症で、現在、知的障
害のある子供を持つ親たちで組織し
ている「鶴岡手をつなぐ親の会」の
会長を務めています。また、障害の
ある方の就労を支援する「デイセン
ターじゃがいも」に携わっています。
　障害の特性は人によって様々です。
息子の場合ダウン症ですが、人との
関わりが苦手で会話もうまくできま
せん。自閉症の方には、一定の行動
にこだわる傾向があり、いつもと同
じ行動ができないとパニックになる
こともあります。それに、大勢の人
がいる場所に一緒にいることになじ
めないときもあります。医療機関の
待合室などで、その場を離れること
ができるときは、車など別の場所で

待たせてもらうことができるよう配
慮していただければありがたいです。
　ここ十数年の間に障害者に対する
法律や制度が整備され、知的障害の
ある方たちが地域社会で活動してい
く場も整ってきましたが、障害の重
い子供たちの暮らしの場・生活の場
の構築は進んでいません。親が元気
なうちに、親と子供、それぞれの生
活が確立できる仕組みを作るため、
提言していきたいと考えています。
　皆さんが住んでいる町にも障害の
ある方がいらっしゃると思います。
障害について知り、地域社会の一員
として見守っていただければうれし
いです。「おはよう」と気軽に声を
かけることから始めてみませんか。

鶴岡手をつなぐ親の会
会長　橋本 廣美　氏

解
消
法
」（
正
式
に
は「
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」）。
こ

の
法
律
は
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
分

け
隔
て
な
く
、
み
ん
な
が
お
互
い
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
暮
ら
せ
る
社
会

を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
や
都
道
府

県
、
市
区
町
村
と
い
っ
た
行
政
機
関
、
会
社

や
お
店
な
ど
の
民
間
事
業
者
に
対
し
て
「
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
」
を
し
な
い
よ
う
定

め
て
い
ま
す
。

 

「
障
害
の
あ
る
人
」
と
は
、
身
体
障
害
、
知

的
障
害
、
精
神
障
害
、
そ
の
ほ
か
心
身
の
機

能
の
障
害
が
あ
り
、
障
害
や
社
会
的
障
壁
に

よ
っ
て
、
継
続
的
に
日
常
生
活
や
社
会
生
活

を
送
る
こ
と
が
困
難
な
人
で
す
。
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
な
い
人
も
含
ま
れ
ま
す
。

社
会
的
障
壁
と
は
？

　
障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
、
日
常
生
活
や

社
会
生
活
が
困
難
に
な
る
社
会
的
障
壁
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
使
い
づ
ら
い

施
設
・
設
備
や
通
行
し
づ
ら
い
道
路
、
障
害

が
理
由
で
制
限
さ
れ
る
制
度
、
障
害
の
あ
る

人
を
意
識
し
て
い
な
い
習
慣
・
文
化
、
障
害

の
あ
る
人
へ
の
誤
解
や
偏
見
等
の
こ
と
で
す
。

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
と

は
？

　
障
害
の
あ
る
人
へ
の
、
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
に
は
、「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」

と
「
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
」
が
あ
り
ま
す
。

　
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
不
当
な
差
別
的
取
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こんなことはありませんか？
不当な差別的取扱い

アパートやマンションを借りようとして、障害が
あることを伝えると、そのことを理由に貸してく
れなかった。

スポーツクラブやカルチャーセンターなどに入会
しようとして、障害があることを伝えると、その
ことを理由に断られた。

災害時の緊急避難所で、聴覚障害があることを管
理者に伝えたが、必要な情報提供は音声でしか行
われなかった。

会議に招かれたので、目が不自由なことを伝え、
資料を読み上げるなどの支援が必要だと申し出て
いたが、対応してもらえなかった。

合理的配慮の不提供

ホームページ

全て画像だと読み上げソフ
トが機能しません。

書類

難しい漢字ばかりでは理解
しづらい人もいます。

段差

３ｃｍ程度の段差でも車椅
子は進めなくなります。

生活を送る上での妨げ…それが社会的障壁です

扱
い
で
、
ど
ん
な
こ
と
が
合
理
的
配
慮
の
不

提
供
に
当
た
る
の
で
し
ょ
う
。

▼
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

　
障
害
を
理
由
と
し
て
、
正
当
な
理
由
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し

た
り
、
条
件
を
付
け
た
り
す
る
よ
う
な
行
為

は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
車
椅
子
を
利
用
し
て
い
る
こ
と

を
理
由
に
お
店
へ
の
入
店
を
断
る
こ
と
な
ど

で
す
。

▼
合
理
的
配
慮
の
不
提
供

　
障
害
の
あ
る
人
や
家
族
な
ど
か
ら
何
ら
か

の
配
慮
を
求
め
る
意
思
の
表
明
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、「
過
重
な
負
担
」
に
な
ら
な
い
範

囲
で
、
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
に
必

要
な
合
理
的
配
慮
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
例
え
ば
、
車
椅
子
を
利
用
し
て
い
る
人
が

乗
り
物
に
乗
る
時
に
手
助
け
を
す
る
こ
と
や
、

窓
口
で
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
手
段
（
筆
談
、

読
み
上
げ
な
ど
）
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
こ
う
し
た
配
慮
を
行
わ
な
い
こ
と
で
、
障

害
の
あ
る
人
の
権
利
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
場

合
は
、
差
別
に
当
た
り
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
一
緒
に

考
え
よ
う

　
合
理
的
配
慮
の
内
容
や
程
度
は
、
障
害
の

あ
る
人
の
心
身
の
特
徴
や
取
り
巻
く
環
境
な

ど
、
個
別
の
場
面
や
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
機
関
や
民
間
事
業
者
に
は
人

的
、
技
術
的
、
財
政
的
な
ど
制
約
が
あ
る
た
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障害の種類を理解して、適切な配慮を
障害には様々な種類があり、個人によっても違いがあります。
障害の特性や配慮の主な例を紹介します。

肢体が不自由な方

特性 手や腕（上肢）、足や脚（下肢）、体幹に障害
があり日常の動作などが困難

●扉やドアの開閉を手伝う
手動式の扉などの開閉は非常に困難です。扉
を開き、押さえるなど協力しましょう
●車椅子を利用している方の移動を手伝う
｢車椅子を押しましょうか｣ と声を掛け、本
人の同意を得た上で手伝いましょう

配慮

目が不自由な方

特性 「全く見えない」「ぼやけて見える」「中心が
見えない」など人によって見え方が様々

●自分から声をかける
「お困りですか」「何かお手伝いしましょうか」
などの声掛けをしましょう
●具体的に話す
方向は「前」「後」「右」「左」、距離は「約○
ｍ先」など具体的に話しましょう

配慮

耳が不自由な方

特性 「全く聞こえない」「僅かに聞こえる」「雑音
が混ざる」など人によって聞こえ方が様々

●コミュニケーションの方法を確認する
「手話」「筆談」、口の動きを読み取る「読話」
など希望の方法を確認しましょう
●分かりやすく簡潔に伝える
会話が可能な場合はゆっくりと、筆談をする
場合は簡潔に、分かりやすく伝えましょう

配慮

内部障害の方

特性 心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう・直腸、小腸、肝臓、
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害

●体力的負担を軽くする
内部障害があることをマークなどで示してい
る人には、バスで席を譲るなどしましょう
●感染症をうつさないようにする
免疫力が低下している人が多いので風邪など
をうつさないよう注意しましょう

配慮

知的障害の方

特性 お金の管理や読み書きなど日常生活に困るこ
とがあり、なんらかの特別な支援が必要

●具体的で分かりやすい言葉で話す
「あれ」「これ」などの曖昧な表現を避け、分
かりやすい具体的な言葉で話しましょう
●言葉以外の方法も使って説明する
絵や図を使ったり、実物を見せたりするなど
分かりやすく説明しましょう

配慮

精神・発達障害の方

特性 意識、感情、行動などに障害があり、社会生
活を送ることが困難

●不安を感じさせない
相手に不安を感じさせないように、穏やかな
対応やコミュニケーションを心掛けましょう
●理解できるように話す
相手が理解できるまで、「ゆっくり」「ていね
いに」「繰り返し」話しましょう

配慮

め
、
負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
実
現
可
能
な
配

慮
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
会
場
に
階
段
で
し
か
行
く
こ
と

の
で
き
な
い
施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
車
椅

子
を
利
用
し
て
い
る
人
が
参
加
を
希
望
し
た

場
合
、
そ
の
対
応
と
し
て
す
ぐ
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
建
設
す
る
こ
と
は
過
重
な
負
担
と
言

え
ま
す
。
主
催
者
は
、
車
椅
子
を
利
用
す
る

人
の
移
動
を
手
伝
う
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
す
る

な
ど
、
話
し
合
い
な
が
ら
解
決
策
を
導
き
出

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人

と
な
い
人
が
対
話
を
通
し
て
差
別
を
な
く
し
、

お
互
い
を
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の

で
す
。み

ん
な
一
緒
に
学
ぶ
、
働
く
、

暮
ら
す
社
会
へ

　
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
し
て
い

く
責
務
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
あ
り
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
み
ん
な
一
緒

に
学
べ
る
、
働
け
る
、
暮
ら
せ
る
よ
う
な
、

豊
か
な
社
会
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

差別をされたときの

相　談　窓　口　
▷本所福祉課障害福祉係
　☎25‐2111内線130
　　FAX25‐9500

▷障害者相談支援センター
　（にこ♥ふる）
　☎25‐2794
　　FAX25‐2476
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の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
で
す
が
、
平
成
28

年
６
月
以
降
に
75
歳
に
な
っ
た
方
や
、
年
度

途
中
で
保
険
料
額
が
変
更
に
な
り
特
別
徴
収

が
中
止
さ
れ
た
方
に
は
、
28
年
度
分
の
納
付

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
届
い
た
納
付
書
に

気
付
か
ず
、
未
納
に
な
っ
て
い
な
い
か
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
今
年
の
２
・
３
月
に
75
歳
に

な
っ
た
方
に
は
、
誕
生
月
の
翌
々
月
15
日
頃

に
28
年
度
分
の
納
付
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉
医
療
証
（
身

○

・
子

○

・
親

○

）

を
お
持
ち
の
方
へ

　

福
祉
医
療
で
負
担
し
た
医
療
費
が
高
額
療

養
費
対
象
の
場
合
は
、
市
が
代
理
で
保
険
者

へ
高
額
療
養
費
請
求
（
代
理
請
求
）
し
ま
す
。

該
当
の
場
合
は
、
書
類
の
提
出
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
県
外
の
医
療
機
関

で
受
診
し
た
場
合
は
、
医
療
機
関
窓
口
で
の

自
己
負
担
額
の
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

後
日
、
交
付
申
請
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■持
印
鑑
、
領
収
書
、
健
康
保
険
証
、
福
祉
医

療
証
、
通
帳
（
未
成
年
の
場
合
は
健
康
保
険

で
扶
養
し
て
い
る
方
名
義
の
も
の
）　

■問
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

重
度
心
身
障
害（
児
）者
医
療
証
・
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
証
の
更
新
時
期
で
す

　

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
、
更
新
用
の
申

請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
が
遅

れ
る
と
医
療
証
を
継
続
し
て
使
用
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
受
付
期
間
内
に
必

ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昨
年

度
以
前
に
所
得
等
の
事
情
で
交
付
対
象
と
な

配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
全
額
、
４
分
の
３
の
額
、
半

額
ま
た
は
４
分
の
１
の
額
が
各
基
準
で
免
除

さ
れ
ま
す
。
一
部
免
除
は
免
除
額
を
除
い
た

保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い

と
な
り
ま
す
。

▼
納
付
猶
予
制
度　

20
歳
以
上
50
歳
未
満
の

方
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

▼
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例　

退
職
ま
た
は

失
業
し
た
方
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
確
認
印
の

あ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー

可
）
を
添
付
し
て
申
請
す
る
と
、
本
人
の
前

年
所
得
が
審
査
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
（
配

偶
者
、
世
帯
主
も
同
様
の
申
請
で
対
象
外
）。

退
職
ま
た
は
失
業
等
の
前
月
か
ら
退
職
ま
た

は
失
業
等
が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま
で

の
期
間
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
に
つ
い
て　

必
ず
前
年
所
得
の
申
告

手
続
き
を
済
ま
せ
た
上
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
（
配
偶
者
、
世
帯
主
も
同
様
）。
今
年
度

分
（
７
月
～
来
年
６
月
の
納
付
保
険
料
が
対

象
）
は
、
７
月
３
日
○月
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

▼
免
除
・
納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
追
納

10
年
前
ま
で
遡
っ
て
追
納
で
き
ま
す
が
、
同

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以

降
に
追
納
す
る
場
合
、
加
算
金
が
付
き
ま
す
。

■申
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

支
払
い
は
お
済
み
で
す
か
？

　

保
険
料
の
納
付
は
原
則
と
し
て
年
金
か
ら

■対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
身

体
虚
弱
な
方
（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当

者
、要
支
援
２
以
上
）、身
体
障
害
者
手
帳
１
・

２
級
を
所
持
す
る
一
人
暮
ら
し
の
方
等　

■申

高
齢
者
…
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本

所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
２
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

障
害
者
…
本
所
福

祉
課
☎
内
線
１
３
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
寝
具
類

の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

■対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た

は
高
齢
者
の
み
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
寝

具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
、
要
支
援
ま
た

は
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
該
当
す
る
方　

■内
市

が
委
託
し
た
業
者
が
寝
具
（
掛
布
団
・
敷
布

団
・
毛
布
・
マ
ッ
ト
レ
ス
）
を
洗
濯
・
乾
燥
・

消
毒
し
ま
す
（
１
人
年
２
回
ま
で
。
１
回
に

つ
き
３
点
ま
で
）　

■
自
己
負
担　

実
施
に

要
し
た
費
用
の
１
割
相
当　

■申
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線

５
３
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

の
が
難
し
い
方
は

　

失
業
や
所
得
の
減
少
な
ど
の
経
済
的
な
理

由
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
本
人
の
申
請
手
続
き
に
よ
っ
て
納
付

が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
（
学
生
は
学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
）。

▼
免
除
制
度
（
全
額
・
一
部
免
除
）　

本
人
、

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

健
康
・
福
祉

個
別
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

■日
６
月
１
日
○木
～
９
月
30
日
○土
の
開
院
日

■場
市
内
医
療
機
関　

■対
昭
和
23
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
市
が
実
施
す
る
人
間

ド
ッ
ク
や
集
団
健
診
と
重
複
し
て
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
）　

■持
特
定
健
診
受
診
券
、
医
療
保

険
被
保
険
者
証　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
６　

■他
予
約
な
ど
医
療
機
関
に

確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

福
祉
活
動
・
心
身
障
害
児　

療
育
支
援
活
動
へ
の
助
成

■対
社
会
福
祉
活
動
や
心
身
障
害
児
療
育
支
援

を
行
う
団
体
や
個
人　

■内
▽
福
祉
活
動
助
成

金
…
地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の
推
進
を
目
的

と
す
る
事
業
、
福
祉
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、

福
祉
関
係
者
の
研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
活
性
化
、
福
祉
意
識
の
高
揚
・
啓
発　

▽

心
身
障
害
児
療
育
支
援
助
成
金
…
障
害
児
の

地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す

る
事
業
、
療
育
に
関
す
る
調
査
・
研
究
・
研

修　

■
助
成
額　

対
象
経
費
の
４
分
の
３
以

内　

■申
６
月
30
日
○金
ま
で
本
所
福
祉
課
☎
内

線
１
３
１
へ

あ
ん
し
ん
見
守
り
コ
ー
ル
の

設
置

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
電
話
機
に
通
報

や
会
話
が
可
能
な
通
信
機
器
を
設
置
し
、
生

活
・
健
康
の
相
談
や
安
否
確
認
、
緊
急
事
態

等
へ
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。
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な
お
、
園
の
行
事
等
の
た
め
受
け
入
れ
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
時
間

や
料
金
等
は
各
園
で
異
な
り
ま
す
。

■
実
施
保
育
園　

か
た
ば
み
保
育
園
、
新
形

保
育
園
、
大
泉
保
育
園
、
湯
田
川
保
育
園
、

民
田
保
育
園
、
上
郷
保
育
園
、
三
瀬
保
育
園
、

藤
島
く
り
く
り
保
育
園
、
藤
島
こ
り
す
保
育

園
、
大
東
保
育
園
、
い
ず
み
保
育
園
、
く
し

び
き
保
育
園
、
く
し
び
き
西
部
保
育
園　

■

保
育
時
間　

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分

（
半
日
〈
４
時
間
〉
の
利
用
も
可
）　

■費
３
歳

未
満
…
１
日
２
、
６
０
０
円
～
３
、
０
０
０

円　

３
歳
以
上
…
１
日
１
、
５
０
０
円
～

２
、０
０
０
円
（
半
日
利
用
の
場
合
は
半
額
）　

■問
各
保
育
園
ま
た
は
本
所
子
育
て
推
進
課
☎

内
線
１
４
８
へ

▼
病
児
保
育　

病
気
や
そ
の
回
復
期
の
子
供

を
保
護
者
が
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
等
の
理
由
で

家
庭
で
診
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
看

護
師
・
保
育
士
の
い
る
施
設
で
一
時
的
に
保

育
し
ま
す
。

■
実
施
施
設　

三
井
病
院
内
カ
ト
レ
ア
キ
ッ

ズ
ル
ー
ム　

■
受
入
時
間　

午
前
８
時
～
午

後
６
時（
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

■対
生
後
２
か
月
～
小
学
６
年
生　

■費
１
日
２
、

０
０
０
円　

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線

１
４
９
ま
た
は
同
院
☎
22
‐
３
２
９
０
へ

税
・
生
活

６
月
15
日
に
お
送
り
す
る
市
・
県
民

税
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

■対
普
通
徴
収
お
よ
び
公
的
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
の
方　

■
納
付
方
法　

▽
普
通
徴
収
の

方
…
年
４
回
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で

ら
な
か
っ
た
方
が
、
今
年
度
（
７
月
１
日
以

降
分
）
に
医
療
証
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
、

改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。
所
得
等
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
医
療
証
を
交
付
し
ま
す
。

■
受
付
期
間
・
場
所　

６
月
１
日
○木
・
２
日

○金
・
５
日
○月
～
７
日
○水
…
市
役
所
本
所
１
階

ロ
ビ
ー
及
び
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）、
本
所
国

保
年
金
課
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）　

３

日
○土
…
本
所
国
保
年
金
課
（
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
）　

■問
本
所
国
保
年
金
課

☎
内
線
１
２
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ子

育
て
・
教
育

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
受
給
者
へ
５
月
末
に
現
況
届
の

用
紙
を
送
付
し
ま
し
た
。
同
封
の
「
記
入
方

法
」
等
を
参
考
に
６
月
30
日
○金
ま
で
に
必
要

書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

が
な
い
場
合
、
児
童
手
当
の
支
給
が
停
止
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

一
時
預
か
り
、
病
児
保
育
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
一
時
預
か
り　

保
護
者
が
病
気
や
冠
婚
葬

祭
、
学
校
行
事
、
育
児
疲
れ
、
就
労
等
の
理

由
で
一
時
的
に
家
庭
で
の
育
児
が
困
難
に
な

っ
た
場
合
、
次
の
保
育
園
で
子
供
を
保
育
し

ま
す
。
予
定
が
分
か
る
と
き
は
、
２
日
前
ま

で
に
各
保
育
園
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

鶴岡市職員採用試験【平成30年４月１日採用予定】

職員募集

■問本所職員課☎内線327

■募集職種・受験資格
▷上級行政・上級土木・上級建築（大卒程度）…昭和58
　年４月２日～平成８年４月１日に生まれた方
▷薬剤師（大卒程度）…昭和58年４月２日以降に生ま
　れ、薬剤師免許を取得している方及び平成30年４月
　までに取得見込みの方
▷保健師（短大卒程度）…昭和58年４月２日以降に生
　まれ、保健師免許を取得している方及び平成30年４
　月までに取得見込みの方
▷診療放射線技師（短大卒程度）…昭和58年４月２日
　以降に生まれ、診療放射線技師免許を取得している
　方及び平成30年４月までに取得見込みの方
▷臨床検査技師（短大卒程度）…昭和58年４月２日以
　降に生まれ、臨床検査技師免許を取得している方及
　び平成30年４月までに取得見込みの方
▷理学療法士（短大卒程度）…昭和58年４月２日以降
　に生まれ、理学療法士免許を取得している方及び平
　成30年４月までに取得見込みの方
▷看護師（短大卒程度）…昭和48年４月２日以降に生
　まれ、看護師免許を取得している方及び平成30年４
　月までに取得見込みの方

■試験日時
▷薬剤師　７月２日○日午前10時（２次試験は行いません）
▷薬剤師以外の職種　１次試験…７月23日○日午前10時（２次試
　験は１次試験合格者を対象に９月または10月に実施予定）

■試験会場　

▷上級行政・上級土木・上級建築・保健師…鶴岡会場（勤労者
　会館）、東京会場（タワーホール船堀〈東京都江戸川区船堀〉）
▷薬剤師・診療放射線技師・臨床検査技師・理学療法士・看護
　師…荘内病院

■申込み受付
▷６月１日○木～23日○金に、申込書を市役所本所職員課へ（郵送
　の場合、23日○金までの消印有効。薬剤師は23日必着）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付
▷市役所本所職員課、各地域庁舎総務企画課及び荘内病院総務
　課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請求」と朱書
　きし、140円分の切手を貼った返信用封筒（宛先を明記した
　Ａ４判用の角形２号封筒。折り畳んでもかまいません）、応
　募職種・連絡先のメモを同封して、市役所本所職員課（〒997
　‐8601市内馬場町９‐25）へ
▷市HP「人事・職員採用」からダウンロードできます

土木・建築（社会人経験者）、
初級行政、消防士の採用試験
は９月に予定しています。
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少
連
寺
川
（
少
連
寺
～
大
山
川
合
流
点
）、

砂
谷
川
（
砂
谷
～
東
目
）、
三
瀬
川
（
水
無

～
三
瀬
川
河
口
）、
降
矢
川
（
三
瀬
地
内
）】、

藤
島
地
域
【
藤
島
川
】、
羽
黒
地
域
【
藤
島

川
、
今
野
川
、
黒
瀬
川
、
小
黒
川
】、
朝
日

地
域
【
赤
川
、
上
田
沢
川
、
青
竜
川
、
倉
沢

川
、
戸
沢
川
ほ
か
】　

▽
午
前
６
時
～
８
時

…
鶴
岡
地
域
【
内
川
左
岸
（
坂
本
橋
周
辺
及

び
天
池
橋
〈
美
原
町
〉
～
内
川
橋
〈
宝
町
〉）、

内
川
右
岸
（
割
目
橋
〈
城
南
町
〉
～
坂
本
橋

周
辺
及
び
天
池
橋
〈
双
葉
町
〉
～
三
次
郎
橋

〈
切
添
町
〉）、大
戸
川（
大
広
～
国
道
７
号〈
大

荒
〉）、
降
矢
川
（
中
山
地
内
）、
藤
倉
川
（
中

山
地
内
）】、
温
海
地
域
【
五
十
川
、
温
海
川
、

庄
内
小
国
川
、
鼠
ヶ
関
川
ほ
か
】　

▽
午
前

８
時
30
分
～
正
午
…
鶴
岡
地
域
【
新
内
川
右

岸
（
月
見
橋
～
長
者
大
橋
）】　

■問
本
所
土
木

課
☎
内
線
４
９
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業

建
設
課
へ

■
海
岸
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）

▼
７
月
２
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
浜

千
鳥
海
岸
～
鼠
ヶ
関
海
岸　

▽
午
前
６
時

30
分
～
８
時
…
加
茂
海
岸　

▼
７
月
９
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
７
時
30
分
…
小
波
渡
海
岸　

▼
７
月
16
日
○日　

▽
午
前
７
時
～
８
時
…
三

瀬
海
岸　

■問
海
岸
地
域
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

そ
の
他

平
成
28
年
度
審
議
会
等
公
開
及
び
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
運
用
状
況

■
審
議
会
等
の
公
開
状
況　

▽
審
議
会
等
の

数
・
開
催
件
数
（
一
部
公
開
ま
た
は
非
公
開

の
件
数
）　

市
長
部
局
…
34
審
議
会
等
・
64

納
付　

▽
今
年
４
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上

で
今
年
度
に
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
が
始

ま
る
方
…
年
税
額
の
２
分
の
１
の
金
額
を
６

月
と
８
月
に
分
け
て
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
で
納
付
（
普
通
徴
収
）
し
、
残
り
の
金
額

は
10
・
12
月
、
来
年
２
月
に
分
け
て
公
的
年

金
か
ら
の
差
引
き
で
納
付
（
特
別
徴
収
）

▽
昨
年
度
以
前
に
特
別
徴
収
が
始
ま
っ
て
い

る
方
…
４
・
６
・
８
月
は
昨
年
度
の
年
税
額

の
２
分
の
１
の
金
額
を
３
分
の
１
ず
つ
公
的

年
金
か
ら
の
差
引
き
（
仮
徴
収
）、
10
・
12
月
、

来
年
２
月
は
今
年
度
の
年
税
額
か
ら
仮
徴
収

し
た
分
を
引
い
た
残
額
の
３
分
の
１
ず
つ
を

公
的
年
金
か
ら
の
差
引
き
で
の
納
付　

■問
本

所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１　

■他
６
月
19
日
○月

・
20
日
○火
、
各
地
域
庁
舎
に
相
談
窓
口
を
設

置　
平
成
29
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
証

明
書（
車
検
用
）を
お
送
り
し
ま
す

■日
６
月
中
旬
ま
で　

■対
車
検
が
必
要
な
車
両

の
軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
付
し
た
方　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
２
０

「
川
や
海
を
き
れ
い
に
」       

河
川
・
海
岸
一
斉
清
掃

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
河
川
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）　

▼
６
月
25
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
鶴

岡
地
域
【
大
戸
川
（
国
道
７
号
〈
大
荒
〉
～

火
打
崎
橋
）、矢
引
川（
県
道
三
瀬
水
沢
線〈
矢

引
〉
～
国
道
７
号
〈
大
荒
〉）】　

▼
７
月
２

日
○日　

▽
午
前
５
時
～
７
時
…
櫛
引
地
域

【
田
沢
川
、
角
田
川
、
水
無
川
、
相
模
川
、

山
谷
川
、
馬
渡
川
】　

▽
午
前
６
時
～
７
時

…
鶴
岡
地
域
【
大
山
川
（
坂
野
下
～
新
橋
）、

地
等
の
借
受
け
を
新
た
に
希
望
す
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
区
域　

市
全
域　

■申
来
年
１
月

31
日
○水
ま
で
農
業
委
員
会
事
務
局
（
藤
島
庁

舎
）
☎
64
‐
５
８
６
８
、
農
業
委
員
会
各
分

室
ま
た
は
Ｊ
Ａ
鶴
岡
・
庄
内
た
が
わ
本
所
・

各
支
所
へ　

■他
市
HP

農
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
や
ゴ

ム
手
袋
を
着
用
し
、
使
用
法
・
使
用
量
を
守

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
風
向
き
等
に
注
意
し
、

住
宅
地
等
へ
の
飛
散
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　

６
月
は
雨
の
日
が
多
く
、
土
砂
崩
れ
等
の

土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
気

象
情
報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
の
裏

山
を
見
回
る
な
ど
身
の
周
り
に
危
険
な
箇
所

が
な
い
か
点
検
し
、
被
害
の
未
然
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間 

あ
た
り
ま
え 

そ
ん
な
み
ず
こ
そ 

た
か
ら
も
の

　

鶴
岡
市
水
道
事
業
は
、
本
市
と
三
川
町
に

１
日
平
均
４
万
５
、
６
１
５
㎥
の
水
を
供
給

し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
量
の
水
を
送
る
水
道

事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
頂
く
水
道
料
金
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
中
に
、
市
役
所
本

所
と
上
下
水
道
部
庁
舎
で
パ
ネ
ル
展
示
を
行

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

件
（
11
件
）　

教
育
委
員
会
…
７
審
議
会
等
・

10
件
（
３
件
）　

荘
内
病
院
…
１
審
議
会
等
・

０
件
（
０
件
）　

■
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
制
度
の
運
用
状
況　

▽
実
施
件
数
・
意
見

提
出
件
数　

市
長
部
局
…
６
件
・
２
件　

教

育
委
員
会
…
０
件
・
０
件　

荘
内
病
院
…
１

件
・
０
件　

■問
本
所
総
務
課
☎
内
線
３
１
３　

■他
市
HP土

地
売
買
の
際
は　
　
　
　

地
価
公
示
価
格
を
参
考
に

　

地
価
公
示
と
は
、
県
内
の
都
市
計
画
区
域

内
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地

（
標
準
地
。
市
内
17
地
点
）
を
選
ん
で
、
そ

の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。
売

買
対
象
地
の
条
件
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
土

地
の
お
お
よ
そ
の
適
正
価
格
が
分
か
り
ま
す
。

　

地
価
公
示
書
は
、
本
所
土
木
課
☎
内
線
４

８
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
の

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は
市
役
所
で

　

申
請
は
本
所
市
民
課
及
び
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
で
受
け
付
け
ま
す
（
交
付
窓
口
は

本
所
市
民
課
の
み
）。
庄
内
総
合
支
庁
で
は

手
続
き
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
～
交
付
の
日
数　

９
日
間
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）　

■問

本
所
市
民
課
☎
内
線
１
４
０
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
市
HP

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
農
用

地
等
の
借
り
手
を
募
集
し
ま
す

　

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
や
新
規
就
農
等
を

計
画
し
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
の
農
用

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

６
月
は
環
境
月
間 　
　
　
　

６
月
５
日
は
環
境
の
日

　

環
境
問
題
は
誰
か
が
解
決
し
て
く
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
取
り

組
み
が
大
き
な
結
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。
電

気
・
燃
料
の
節
約
や
ご
み
の
減
量
な
ど
、
皆

さ
ん
の
身
近
で
で
き
る
環
境
に
や
さ
し
い
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８

▼
ア
メ
シ
ロ
防
除
相
談
室
を
設
置
し
ま
す

■日
６
月
１
日
○木
～
９
月
29
日
○金
午
前
９
時
～

午
後
４
時　

■場
・
■問
鶴
岡
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
内
同
相
談
室
☎
22
‐
３
１
６
１

ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
を
防
ご
う

▼
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
と
は　

黒
色
の
体
に
白

い
し
ま
が
あ
る
蚊
で
す
。
海
外
か
ら
デ
ン
グ

熱
や
ジ
カ
熱
の
感
染
者
が
来
訪
し
た
と
き
、

ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す
る
種
類
の
蚊
で
す
。

▼
生
態　

１
・
２
週
間
、
水
中
で
生
息
し
成

虫
に
な
り
ま
す
。
や
ぶ
や
草
む
ら
な
ど
に
潜

み
、小
さ
な
音
で
飛
び
、日
中
も
吸
血
し
ま
す
。

▼
対
策
の
ポ
イ
ン
ト　

容
器
類
や
古
タ
イ
ヤ
、

植
木
鉢
の
受
け
皿
、
バ
ケ
ツ
等
の
水
を
管
理

し
ボ
ウ
フ
ラ
が
成
虫
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
や
ぶ
や
草
む
ら
は
定
期
的
に
草

刈
り
な
ど
し
風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

屋
外
作
業
で
は
、
長
袖
着
用
や
防
虫
用
品
を

使
用
す
る
な
ど
蚊
か
ら
刺
さ
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

高
齢
者
を
狙
っ
た   　
　
　

特
殊
詐
欺
に
ご
用
心
！

　

偶
数
月
の
年
金
支
給
日
に
合
わ
せ
不
審
な

勧
誘
な
ど
が
集
中
し
ま
す
。

▽
突
然
、
息
子
や
孫
を
名
乗
る
電
話
で
お
金

を
頼
ん
で
く
る　

▽
名
義
貸
し
に
絡
む
ト
ラ

ブ
ル
解
決
を
名
目
に
現
金
を
要
求
す
る　

▽

医
療
費
や
税
金
の
還
付
金
と
偽
る　

▽
レ
タ

ー
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
で
お
金
を
要
求
す
る

　

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
鶴
岡
警
察
署

☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

▼
症
状
が
あ
っ
た
ら
直
ち
に
受
診
し
ま
し
ょ

う　

感
染
者
の
約
半
数
は
、
数
日
の
潜
伏
期

間
を
お
い
て
頻
回
の
水
様
便
の
症
状
が
出
ま

す
。
激
し
い
腹
痛
や
血
便
な
ど
重
症
化
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者

は
重
症
化
し
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
有
毒
植
物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う　

山
菜
は

知
っ
て
い
る
も
の
だ
け
を
採
取
し
、
特
に
生

え
始
め
の
山
菜
は
有
毒
植
物
と
区
別
が
難
し

い
の
で
慎
重
に
採
取
し
ま
し
ょ
う
。
有
毒
植

物
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
調
理

前
も
十
分
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
吐
き
気
や
し

び
れ
等
の
異
常
が
あ
っ
た
ら
残
品
を
持
っ
て

早
急
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

巣
虫
防
除
を
徹
底
し
よ
う
！                 

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
防
除

▼
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ（
通
称
ア
メ
シ
ロ
）

と
は　

成
虫
は
体
長
約
１
㎝
で
白
色
。
幼
虫

は
体
長
約
１
㎝
～
３
㎝
で
体
か
ら
白
く
長
い

毛
が
生
え
て
い
ま
す
。
成
虫
・
幼
虫
の
毛
や

り
ん
粉
に
毒
は
な
く
、
刺
し
た
り
し
ま
せ
ん
。

▼
生
態　

卵
か
ら
ふ
化
し
た
幼
虫
は
薄
網
状

の
巣
で
集
団
生
活
を
送
り
ま
す
。
こ
の
時
期

の
食
害
葉
は
白
く
か
す
り
状
で
位
置
も
限
定

的
で
す
が
、
幼
虫
が
成
長
し
単
独
で
分
散
し

始
め
る
と
被
害
が
拡
大
し
ま
す
。

▼
防
除
方
法　

巣
虫
防
除
が
効
果
的
で
周
囲

へ
の
影
響
も
少
な
い
手
法
で
す
。
集
団
で
生

活
す
る
６
月
１
日
～
15
日
頃
と
７
月
20
日
～

８
月
13
日
頃
に
、
巣
網
を
枝
ご
と
切
り
落
と

し
、
幼
虫
を
踏
み
潰
す
か
燃
や
す
ご
み
と
し

て
出
し
ま
し
ょ
う
。
薬
剤
防
除
は
幼
虫
が
分

散
し
て
し
ま
っ
た
後
の
対
策
で
す
。
詳
し
く

は
害
虫
駆
除
業
者
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

６
月
４
日
～
10
日
は
危
険
物
安
全
週
間 

あ
な
た
な
ら 

無
事
故
の
着
地 

決
め
ら
れ
る
！

　

石
油
類
等
の
危
険
物
は
、
事
業
所
等
で
幅

広
く
利
用
さ
れ
、
生
活
に
も
深
く
浸
透
し
、

そ
の
安
全
確
保
の
重
要
性
は
増
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
施
設
で
の
火
災
・
流
出
事
故
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
た
め
、
危
険
物
を
取
り
扱
う
事

業
所
は
、
自
主
保
安
体
制
を
再
確
認
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
灯
油
な
ど

の
危
険
物
を
取
り
扱
う
と
き
は
流
出
さ
せ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間 

男
で
○
、女
で
○
、共
同
作
業
で
◎
。

　

期
間
中
、
市
役
所
１
階
で
パ
ネ
ル
等
を
展

示
し
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
６

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

６
月
～
９
月
は
食
中
毒
の
多
発
時
期
で
す
。

ま
た
、
７
月
は
食
中
毒
予
防
月
間
で
す
。

▼
食
品
は
中
心
部
を
75
℃
以
上
で
１
分
以
上

加
熱
し
ま
し
ょ
う

▼
使
用
し
た
調
理
器
具
は
洗
剤
で
よ
く
洗
い

ま
し
ょ
う　

生
肉
・
魚
を
扱
っ
た
後
は
さ
ら

に
熱
湯
を
掛
け
る
な
ど
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

▼
手
洗
い
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う　

食
事
や

調
理
時
、ト
イ
レ
、お
む
つ
交
換
、生
肉
・
魚
を

扱
っ
た
後
は
石
け
ん
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼
飲
用
や
野
菜
・
食
器
洗
浄
用
に
井
戸
水
の

使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う　

梅
雨
の
時
期
は
雑

菌
が
混
入
し
や
す
い
時
期
で
す
。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

鶴岡市情報公開条例及び鶴岡市個人情報保護条例の規定による

平成28年度情報公開・個人情報保護条例の施行状況
■問本所総務課☎内線314

条例の施行状況一覧

　選挙管理委員会、
監査委員、農業委
員会、固定資産評
価審査委員会、荘
内病院、消防は請
求件数が０件のた
め掲載していませ
ん。１つの開示請
求に対して複数の
決定が行われる場
合があるため、請
求の件数と決定等
の件数は一致しま
せん。

【情報公開】　　　　　　　　　　　　　　　      （　）内は対象の公文書数　

開示請求件数 開示決定等の件数 不服申立
て件数全部開示 部分開示 不開示

合計 37 20（45） 23（326） ３（‐） ０

内訳
①市長部局…22
②教育委員会…3
③議会…12

① 16（41）

③４（４）

① 10（159）
②３（125）
③ 10(42)

①３（‐）
〃

【個人情報保護】

開示請求件数 開示決定等の件数 不服申立
て件数全部開示 部分開示 不開示

合計 4 ２（11） ２（２） １（‐） ０
内訳 市長部局…4 〃 〃 〃 〃
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

市内 松ヶ岡桜まつり2017

＜松ヶ岡開墾場＞

東北・夢の桜街道四十六番札所「松ヶ岡開墾場」。
蚕室沿いに並ぶ樹齢約100年の桜のトンネルが
来場者を迎えます。クラフト作品の展示販売を

４. 21
  ～23

はじめ、オーガニックマルシェや羽黒高校吹奏
楽部のコンサート、人力車でのお花見等が催さ
れ、会場には来場者の笑顔があふれていました。

鶴岡 ビルバオ・ミーツ・鶴岡

スペインのビルバオ市から３人のシェフ
が来鶴。同市へ派遣された本市の料理人
と考案した創作料理が振る舞われました。

４. 20

＜グランドエル・サン＞

鶴岡 鶴岡クラフト・フェア in 小真木原

約180店舗が全国から大集合。ワークシ
ョップも開催され、来場者はスプーンや
竹細工等の小物作りに挑戦していました。

４. 22
    ・23

　　　　＜小真木原運動公園＞
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温海 温海さくらマラソン大会

「がんばれー！」。住民の熱い応援を受け、
全国各地から参加した約1,700人のラン
ナーが春の温泉街を駆け抜けました。

４. 23

＜あつみ温泉＞

朝日 一面に広がるかたくりの花畑

旧朝日村の花「かたくり」は、７年以上
の歳月をかけて花開きます。来園者は県
内一の面積を誇る花畑を楽しみました。

４．23
～
５．14

＜下田沢かたくり園＞

鶴岡 はばたけ世界へ南東北総体2017 100日前カウントダウンイベント

高校生が中心となり県内５か所で開催。
大会の見所紹介や地元高校音楽部等の発
表を通し、開幕への機運を高めました。

４. 23

＜写真：Ｓ‐ＭＡＬＬ＞

藤島 長沼八幡神社例大祭

同地区の子供から大人までが参加する例
大祭。100人を超える行列が、ほら貝や
大太鼓を鳴らしながら練り歩きました。

４. 29

＜長沼地区＞

羽黒 対談 内田樹 ×内山節「日本の聖地巡礼とコミュニティー」

思想家の内田氏と哲学者の内山氏が、聖
地巡礼の定義・意義や日常生活の中の祈
りの大切さについて議論を交わしました。

５.13

＜いでは文化記念館＞

市内 クルーズトレイン「TRAIN SUITE 四季島」歓迎

東日本よりすぐりの自然や文化に触れる
旅を提供する列車が来鶴。約1,200人の
市民等が集まり、乗客を歓迎しました。

５. 4

＜写真：あつみ温泉駅＞
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催
し

劇
団
希
望
舞
台 

希
望
舞
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　

『
焼
け
跡
か
ら
』

■日
６
月
６
日
○火
午
後
６
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■費
大
人
…
３
、
０
０
０
円　

高
校
生

以
下
ま
た
は
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
…

１
、
５
０
０
円　

■問
鶴
岡
市
民
劇
場
☎
24
‐

６
５
６
０

あ
つ
み
温
泉
ば
ら
園
ま
つ
り

＆
お
も
て
な
し
祭
り

■日
６
月
11
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

■場

同
園
、
同
園
南
側
市
道　

■内
オ
ー
プ
ン
カ
フ

ェ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
展
、

人
力
車
無
料
体
験
、
佐
藤
善
人
ラ
イ
ブ
、
マ

ロ
ン
陵
も
の
ま
ね
ス
テ
ー
ジ
等　

■問
出
羽
商

工
会
温
海
支
所
☎
43
‐
２
４
１
１

鶴
岡
北
高
校
音
楽
部　
　
　

定
期
演
奏
会

■日
６
月
10
日
○土・11
日
○日
午
後
３
時　

■場
中
央

公
民
館　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

高
校
生
以

下
…
３
０
０
円　

■問
同
校
☎
22
‐
２
２
６
２

松
ヶ
岡
本
陣
で
の　
　
　
　
　

梅
酒
づ
く
り
体
験

■日
６
月
11
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■場

松
ヶ
岡
本
陣　

■定
先
着
20
人　

■費
２
、
５
０

０
円　

■申
６
月
８
日
○木
ま
で
松
ヶ
岡
産
業
㈱

☎
64
‐
１
３
３
１
へ　

先
着
２
０
０
人
に
自
分
で
焼
く
イ
カ
焼
き
進
呈

し
ゃ
り
ん
道
の
駅
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
６
月
11
日
○日
午
前
10
時
（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）　

■内
イ
カ
汁
販
売
等　

■場
・
■問
道
の

駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

新
緑
と
残
雪
の
古
道
を
往
く

～
六
十
の
詣
で
Ⅰ
～

■日
６
月
17
日
○土
午
前
８
時
～
午
後
４
時
（
月

山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■場
田
麦
俣
→
細

越
峠
→
湯
殿
山
神
社
本
宮　

■定
先
着
25
人

■費
３
、
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■申
６
月

12
日
○月
ま
で
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐

３
４
１
１
へ　

■他
最
少
催
行
人
数
10
人

致
道
館
文
化
講
演
会

■日
６
月
17
日
○土
午
後
２
時　

■場
勤
労
者
会
館

■内「
菅
実
秀
の
生
涯
」
菅
秀
二
氏
（
菅
家
十

三
代
）

山
開
き
神
事
の
後
に
登
山
を
行
い
ま
す　
　
　

摩
耶
山
山
開
き
登
山

■日
６
月
18
日
○日
午
前
６
時
30
分
～
午
後
３
時

（
倉
沢
地
区
内
摩
耶
山
神
社
集
合
）　

■持
昼
食

等　

■問
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
内
線
３
５

６
う
ま
イ
カ
・
干
し
イ
カ
・
イ
カ
ま
つ
り

■日
６
月
18
日
○日
午
前
９
時
15
分
～
午
後
２
時　

■場
鼠
ヶ
関
弁
天
島
前
広
場　

■内
生
イ
カ
販
売

（
午
前
10
時
30
分
）、
イ
カ
づ
く
し
の
出
店
、

ス
ル
メ
イ
カ
卓
球
等　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会

☎
43
‐
３
５
４
７

鶴
岡
室
内
合
奏
団 　
　
　
　

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

■日
６
月
18
日
○日
午
後
２
時　

■場
鶴
岡
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
天
主
堂　

■
出
演　

渡
部
啓
三
氏

（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
ビ
オ
ラ
奏
者
）
等　

■費
１
、
０
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

■申
鶴
岡
楽
器
㈱
☎
22
‐
１
３
１
０

ぐ
る
っ
と
庄
内
探
訪
「
そ
ば
打
ち
体
験
と　

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
楽
し
む
」
バ
ス
ツ
ア
ー

■日
６
月
23
日
○金
午
前
８
時
～
午
後
４
時
（
酒

田
駅
前
発
、
鶴
岡
公
園
経
由
）　

■対
庄
内
地

方
在
住
の
方
25
人　

■費
２
、
０
０
０
円　

■申

６
月
13
日
○火
ま
で
庄
内
広
域
行
政
組
合
☎
66

‐
４
１
４
１
へ　

■他
２
人
１
組
で
の
応
募
可

モ
ノ
づ
く
り
大
国
日
本
の
歴
史
的
起
源
か
ら
考
え
る　
　

中
央
大
学
公
開
講
演
会

■日
６
月
24
日
○土
午
後
２
時　

■場
公
益
大
大
学

院　

■内「
日
本
の
消
費
者
は
な
ぜ
品
質
に
厳

し
い
の
か
」
三
浦
俊
彦
氏
（
中
央
大
学
商
学

部
教
授
）　

■問
同
大
学
学
員
会
山
形
庄
内
支

部
先
着
30
人
に
か
ら
竹
汁
を
サ
ー
ビ
ス

鈴 

朝
ど
り「
か
ら
竹
」販
売
フ
ェ
ア

■日
６
月
25
日
○日
午
前
8
時
（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）　

■場
鈴
地
区
内　

■内
か
ら
竹
・
か
ら

竹
御
飯
販
売　

■問
売
虎
庵
☎
45
‐
２
５
４
５

淡
井
会
合
同
民
謡
お
さ
ら
い
会

■日
６
月
25
日
○日
午
前
９
時　

■場
朝
日
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■問
同
会
事
務
局 

開
催
20
回
目
の
メ
モ
リ
ア
ル　
　
　
　

庄
内
コ
ン〈
婚
カ
ツ
・
恋
カ
ツ
〉

■日
６
月
25
日
○日
午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
３

時〈G
ood Luck C

afe

〉）　

■場
鶴
岡
銀
座

商
店
街
の
飲
食
店
等　

■対
20
歳
～
45
歳
の
独

身
の
男
女
各
１
５
０
人　

■費
男
性
…
５
、
５

０
０
円　

女
性
…
３
、
５
０
０
円
（
当
日
は

各
１
、
０
０
０
円
増
し
）　

■申
庄
内
コ
ン
HP

■問G
ood Luck Cafe

☎
25
‐
１
９
０
1

ス
テ
ラ
の
会 

二
大
惑
星（
木
星
・
土

星
）と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
彗
星
を
見
よ
う

■日
６
月
26
日
○月
午
後
７
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■費
１
０
０
円　

■持
懐
中
電
灯

中
村
秀
和
作
陶
展

■日
７
月
１
日
○土
～
９
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

７
時　

■場
鶴
岡
け
や
き
ホ
ー
ル

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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地
方
史
研
究
協
議
会
・
郷
土
資
料
館
合
同
研
究
例
会

庄
内
大
会
か
ら
五
年
‐
そ
の
後
の
成
果
と
課
題
‐

■日
７
月
１
日
○土
午
後
１
時　

■内
講
演
「
黒
川

能
の
史
料
調
査
と
歴
史
研
究
」
桜
井
昭
男
氏

（
淑
徳
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
主
任
専
門
員
）　

■場
・
■申
６
月
13
日
○火
か
ら
図
書
館
本
館
☎
25

‐
２
５
２
５
へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
の

交
流
・
相
談
・
情
報
交
換
に

▼
ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ　

■日
6
月
8
日
○木
午
前

10
時　

■内
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
交
流
や
相

談　

■費
１
０
０
円

▼
認
知
症
の
人
と
家
族
の
交
流
の
つ
ど
い

■日
６
月
22
日
○木
午
前
10
時　

■内
認
知
症
ケ
ア

の
話
、
介
護
者
交
流　

▼
共
通　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

場
」　

■時
午
後
１
時
30
分　

■内
が
ん
患
者
と

そ
の
家
族
の
サ
ロ
ン

▼
共
通　

■日
６
月
17
日
○土　

■場
同
院　

■申
同

院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・

三
川
☎
26
‐
５
１
８
０　

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
さ
く
ら
ん
ぼ
の
里
を
歩
く　

■日
６
月
18
日

○日
午
前
８
時
45
分
（
櫛
引
南
部
保
育
園
集
合
。

バ
ス
は
８
時
30
分
に
市
役
所
本
所
発
〈
要
予

約
〉）　

■場
西
片
屋
地
区
（
約
８
㎞
）　

■費
１
、

１
０
０
円　

■申
６
月
５
日
○月
～
12
日
○月　

▼
信
仰
の
歴
史
を
語
る
荒
倉
山
か
ら
由
良

へ　

■日
７
月
２
日
○日
午
前
８
時
30
分
（
市
役

所
本
所
集
合
〈
現
地
集
合
不
可
。全
員
バ
ス

利
用
〉）　

■場
上
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
→
荒
倉
山
→
由
良
→
白
山
島
→
由
良
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
約

９
㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
６
月
16
日
○金
～
23
日
○金　
　

▼
共
通　

■定
先
着
１
０
０
人　

■持
コ
ッ
プ
、

お
わ
ん
、
箸
等　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８

１
３
１　

■他
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
対
象
事
業
。
市
HP

慶
應
義
塾
大
学
か
ら
だ
館
健
康
大
学　
　

ご
注
目 

目
を
健
康
に
保
つ
コ
ツ（
全
２
回
）

■日
・
■場
・
■師
講
義
編
…
６
月
22
日
○木
午
後
１

時
30
分
・
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
髙
橋

美
和
子
氏
〈
し
ょ
う
な
い
眼
科
看
護
師
長
〉）　

調
理
編
…
29
日
○木
午
前
10
時
・
に
こ
♥

ふ
る

（
小
林
恵
美
氏
〈
管
理
栄
養
士
〉）　

■定
先
着

16
人　

■費
５
０
０
円　

■申
６
月
16
日
○金
ま
で

慶
應
義
塾
大
学
か
ら
だ
館
☎
29
‐
０
８
０
６

へ

豊
か
な
自
然
を
感
じ
な
が
ら
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

国
際
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
in
鶴
岡

■日
６
月
25
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
２
時
（
湯

野
浜
小
集
合
）　

■場
庄
内
浜
と
大
砂
丘
の
メ

ロ
ン
畑
コ
ー
ス
（
３
・
７
・
13
㎞
）　

■費
大

人
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０

０
円　

■
特
典　

特
製
グ
ッ
ズ
・
入
浴
割
引

券
進
呈
、
公
認
指
導
員
に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
レ
ッ
ス
ン
（
初
心
者
向
け
。
要
予
約
）、

メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト　

■持
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ポ
ー
ル
（
貸
出
し
は
要
予
約
）、
コ
ッ
プ
、

お
わ
ん
、
箸
等　

■申
６
月
16
日
○金
ま
で
ス
ポ

ー
ツ
課
内
大
会
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会　
　
　

親
子
水
泳
教
室
（
全
５
回
）

■日
７
月
15
日
・
29
日
、
８
月
５
日
・
19
日
・

26
日
の
土
曜
日
午
前
10
時
45
分　

■場
市
民
プ

ー
ル　

■対
１
歳
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者　

■費
５
、
０
０
０
円　

■申
同
協
会
☎
22
‐
０
０

７
４　

■他
HP

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

▼
き
っ
ず
・
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

■日
木
曜
日
午
後
７
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体

育
館　

■対
小
学
生
以
上　

■内
体
力
・
運
動
能

力
の
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム　

■費
月
額
２
、
０
０

０
円
（
別
途
登
録
年
会
費
１
、
０
０
０
円
）

▼
器
械
体
操
教
室　

■日
水
曜
日
①
午
後
５
時

30
分
、
②
６
時
45
分　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対

①
年
中
児
～
小
学
１
年
生　

②
小
学
２
年
～

６
年
生　

■内
マ
ッ
ト
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
等
の

基
礎　

■費
月
額
２
、
０
０
０
円
（
別
途
登
録

年
会
費
１
、
０
０
０
円
）

こ
♥

ふ
る
）　

■申
各
日
２
日
前
ま
で
本
所
長
寿

介
護
課
☎
内
線
５
３
３
へ

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　
　

利
用
資
格
講
習
会

■日
6
月
7
日
○水
・
23
日
○金
、
7
月
5
日
○水
・

21
日
○金
、
8
月
２
日
○水
午
後
７
時　

■対
高
校

生
以
上　

■費
３
０
０
円　

■場
・
■申
藤
島
体
育

館
☎
64
‐
２
１
４
３

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
６
月
12
日
○月
、
７
月
10
日
○月
午
後

７
時　

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

６
・
７
月
の
毎
週
２
回　

■時
午
後
２
時
・
７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

６
月
８
日
○木
、
７
月
13
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
①
６
月
６
日
○火
・
20
日
○火
、
７

月
４
日
○火
・
18
日
○火
、
８
月
１
日
○火　

②
６

月
９
日
○金
・
23
日
○金
、
７
月
14
日
○金
・
21
日

○金　

■時
①
午
後
２
時
30
分　

②
７
時

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

荘
内
病
院
を
受
診
し
て
い
な
い
方
も
参
加
で
き
ま
す

荘
内
病
院
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
の
催
し

▼
ス
ト
ー
マ
患
者
と
家
族
の
会「
ぷ
ち
た
み
」　

■時
午
前
10
時　

■対
ス
ト
ー
マ
患
者
と
そ
の
家

族　

■内
講
話
「
教
え
て
？！
ド
ク
タ
ー
～
こ
ん

な
こ
と
聞
い
て
み
た
か
っ
た
～
」
大
滝
雅
博

（
同
院
小
児
外
科
医
長
）、
相
談
、
ス
ト
ー
マ

装
具
の
新
情
報
、
茶
話
会

▼
が
ん
患
者
と
家
族
の
た
め
の
「
ほ
っ
と
広

■問タクト鶴岡開館準備担当☎24‐5188

タクト鶴岡のお知らせ

◆利用説明会
　文化会館（タクト鶴岡）の貸館について、申
込み時期や方法、利用ルール等を説明します。
利用を予定している方はぜひご参加ください。
■日６月24日○土・25日○日午後３時・６時　■場市
役所６階大会議室　■申６月21日○水まで
※全国規模等の大きな催しについては、事前に
ご相談ください。

◆スポンサー募集
　開館記念事業や備品、管理運営のスポンサー
を募集しています。詳しくは同担当へお問い合
わせください。
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▼
大
人
の
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室（
回
数
券
制
）　

■日
水
曜
日
午
後
８
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■費

10
回
券
…
６
、
０
０
０
円　

５
回
券
…
３
、

５
０
０
円　

１
回
券
…
８
０
０
円

▼
共
通　

■申
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
ク

ラ
ブ
）
登
録
制
度

　

年
間
を
通
じ
た
定
期
的
な
活
動
の
場
の
確

保
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。
登
録
団
体
に

は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
調
整
会
議
（
4

か
月
に
1
回
）
の
案
内
を
し
ま
す
。

■対
10
人
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
ク
ラ
ブ
）

■申
鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
25
‐
８
１
３
１

た
か
だ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

■内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ス
ロ

ー
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
足
裏
健
康

体
操
、
ロ
コ
モ
予
防
体
操
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等　

■費
年
会

費
２
、
０
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
事
務
局

朝
暘
武
道
館
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
団
員
募
集

■日
・
■場
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
午
後
６
時
、

日
曜
日
午
前
９
時　

■場
同
武
道
館　

■対
小
学

生
以
上　

■費
２
、
５
０
０
円　

■他
見
学
可

空
手
教
室
会
員
募
集

■日
・
■場
月
曜
日
午
後
７
時
…
朝
暘
武
道
館

木
曜
日
午
後
７
時
35
分
…
朝
暘
一
小　

土
曜

日
午
後
５
時
…
羽
黒
体
育
セ
ン
タ
ー　

■対
幼

児
～
大
人　

■費
月
額
２
、
５
０
０
円
（
別
途

入
会
金
２
、
０
０
０
円
、
父
母
会
費
１
世
帯

５
０
０
円
）　

■申
和
道
会
鶴
岡
支
部　

■他
見

学
可子

育
て
・
子
供
向
け

ま
ん
ま
ル
ー
ム
６
月
の
講
座

「
乳
幼
児
の
お
口
の
ケ
ア
と
食
育
」

■日
６
月
８
日
○木
午
前
10
時
30
分　

■師
澤
田
正

佐
子
氏
（
歯
科
医
師
）　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム

☎
24
‐
５
６
３
５

南
部
児
童
館
小
学
生
行
事　
　
　
　

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
！

■日
６
月
10
日
○土
午
前
10
時　

■場
藤
島
体
育
館　

■対
小
学
生
15
人　

■費
60
円　

■申
６
月
１
日
○木

～
９
日
○金
に
南
部
児
童
館
☎
64
‐
１
９
０
０

へ
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊
び

場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■日
６

月
11
日
○日
、
７
月
22
日
○土
午
前
９
時
～
正
午

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
６
月
12
日

○月
、
②
７
月
18
日
○火
午
前
10
時　

■対
市
内
在

住
の
未
就
園
児
（
①
平
成
28
年
12
月
～
29
年

２
月
生
ま
れ　

②
29
年
１
月
～
３
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え

る
妊
婦　

■内
①
触
れ
合
い
遊
び　

②
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
（
■師
上
野
和
佳
氏
〈
Ｔ
Ａ
Ｓ
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
〉）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
６
月
８
日
○木

ま
で　

②
６
月
13
日
○火
～
７
月
13
日
○木

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
６
月
15
日
○木
、

②
７
月
20
日
○木
午
前
10
時　

■対
市
内
在
住
の

未
就
園
児
（
①
平
成
28
年
６
月
～
11
月
生
ま

れ　

②
28
年
７
月
～
12
月
生
ま
れ
）
と
そ
の

保
護
者　

■内
①
触
れ
合
い
遊
び
、
お
も
ち
ゃ

作
り　

②
赤
ち
ゃ
ん
・
マ
マ
ヨ
ガ
（
■師
上
野

和
佳
氏
）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
６
月
12

日
○月
ま
で　

②
６
月
16
日
○金
～
７
月
14
日
○金

▼
育
児
講
話　

■日
６
月
27
日
○火
午
前
10
時

■対
新
婚
・
妊
娠
・
子
育
て
中
の
方
先
着
20
人

■内「
子
ど
も
の
育
ち
と
だ
だ
こ
ね
～
自
己
主

張
に
つ
い
て
～
」
佐
藤
た
か
子
氏
（
元
公
立

保
育
園
長
）

▼
教
え
て
助
産
師
さ
ん
～
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と

！
育
児
の
こ
と
！　

■日
７
月
６
日
○木
午
前
10

時　

■対
新
婚
・
妊
娠
・
子
育
て
中
の
方
先
着

10
人　

■内
講
話
「
出
産
・
赤
ち
ゃ
ん
・
子
育

て
を
知
ろ
う
」
河
田
夏
子
（
荘
内
病
院
女
性

の
健
康
相
談
員
）、
座
談
会
、
な
か
よ
し
広

場
見
学
等　

■他
託
児
あ
り　

▼
あ
そ
び
の
広
場
〝
夏
〟（
☆
）　

■日
7
月
12

日
○水
午
前
10
時　

■対
未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者
１
２
０
組　

■内
大
型
遊
具
遊
び
、
お
も
ち

ゃ
作
り
、
触
れ
合
い
遊
び
等

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る
（
☆
の
み
朝
暘
武

道
館
）　

■申
同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

25
‐
２
７
４
１

中
央
・
南
部
・
西
部
・
暘
光
・
大
山
児
童
館
、ま
ん
ま
ル
ー
ム
合
同
企
画

乳
幼
児
行
事「
は
な
ま
る
ラ
ン
ド
」

■日
６
月
15
日
○木
午
前
10
時
～
正
午　

■場
小
真

木
原
総
合
体
育
館　

■対
未
就
園
児
と
そ
の
保

護
者　

■内
と
り
か
え
っ
こ
、
遊
び
の
コ
ー
ナ

ー
等　

■申
暘
光
児
童
館
☎
64
‐
８
６
４
０
、

各
児
童
館
ま
た
は
同
ル
ー
ム
へ

特
別
支
援
教
育
に
関
心
の
あ
る
方
へ

鶴
岡
高
等
養
護
学
校 

学
校
公
開

■日
６
月
14
日
○水
午
前
10
時
～
正
午　

■対
同
校

教
育
に
興
味
の
あ
る
方
、
障
害
者
雇
用
を
考

え
る
事
業
所
の
方
等　

■内
施
設
見
学
、
授
業

参
観　

■問
同
校
☎
22
‐
０
５
８
１　

■他
HP

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ　
　

▼
箏　

日
本
の
楽
器
体
験
教
室
〈
箏　

体
験

講
座
〉
～
お
琴
を
弾
い
て
み
ま
し
ょ
う
～

■日
７
月
１
日
・
８
日
・
22
日
・
29
日
の
土
曜
日

午
後
１
時
30
分　

■場
同
館　

■対
小
学
生
以
上

各
回
15
人
（
親
子
可
）　

■師
高
橋
理
香
氏
（
生

田
流
箏
曲
演
奏
家
）　

■申
６
月
３
日
○土
か
ら

▼
子
ど
も
だ
け
で
料
理
に
挑
戦
！！
夏
野
菜
カ

レ
ー　

■日
７
月
９
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
１

時　

■場
同
館　

■対
小
学
生
先
着
12
人　

■費
３

０
０
円　

■申
６
月
17
日
○土
か
ら

▼
森
の
ご
っ
つ
お
！「
な
め
こ
de
食
育
」（
全

２
回
）　

■日
①
６
月
17
日
○土
、
②
10
月
21
日

○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分（
同
館
集
合
）　

■場
タ
キ
タ
ロ
ウ
館
等　

■対
小
学
生
20
人　

■内

①
駒
打
ち
体
験
、
森
林
散
策
、
川
遊
び
等　

②
収
穫
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
等　

■費
４
０

０
円　

■申
６
月
12
日
○月
ま
で

▼
共
通　

■申
中
央
児
童
館
☎
24
‐
４
６
０
８

西
部
・
暘
光
児
童
館
共
催
自
然
体
験
行
事

由
良
海
岸
で
ち
ょ
こ
っ
と
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
工
作

■日
６
月
17
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
2
時　

■場

由
良
海
岸
等　

■対
小
学
生
20
人　

■内
砂
浜
の

清
掃
と
シ
ー
グ
ラ
ス
や
貝
殻
を
使
っ
た
工
作

■費
４
０
０
円
（
昼
食
代
）　

■申
６
月
１
日
○木

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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～
11
日
○日
に
西
部
児
童
館
☎
29
‐
０
０
３
１

ま
た
は
暘
光
児
童
館
☎
64
‐
８
６
４
０
へ

特
別
支
援
学
校
に
関
心
の
あ
る
方
へ

鶴
岡
養
護
学
校 

学
校
見
学
会

■日
６
月
20
日
○火
午
前
９
時
45
分　

■対
知
的
発

達
に
遅
れ
の
あ
る
子
供
の
保
護
者
、
教
育
・

福
祉
・
医
療
機
関
等
の
関
係
者　

■内
施
設
見

学
、
授
業
参
観
等　

■申
６
月
７
日
○水
ま
で
同

校
☎
24
‐
５
９
９
５
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ 

は
り
ガ
ラ
ス
コ
ー
ナ
ー

■日
６
月
24
日
○土
午
前
10
時
～
正
午　

■対
幼
児

～
小
学
校
低
学
年
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

■費
１
０
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６

０
星
と
音
楽
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・
七
夕
公
開

「
ぴ
っ
か
の
ね
が
い
ご
と
」

■日
７
月
１
日
○土
・
２
日
○日
午
前
10
時
・
11
時
、

午
後
１
時
30
分
・
３
時　

■対
幼
児
と
そ
の
保

護
者
各
回
先
着
78
人　

■費
３
歳
以
上
…
60
円　

高
校
生
以
上
…
１
４
０
円　

■場
・
■問
中
央
公

民
館
☎
25
‐
１
０
５
０

三
浦
先
生
と
体
を
つ
か
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！

運
動
で
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

■日
７
月
９
日
○日
午
前
10
時　

■場
西
部
児
童
館　

■対
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
の
児
童
と
そ
の
保

護
者
15
組　

■内
親
子
で
楽
し
む
運
動
遊
び

■師
三
浦
利
由
喜
氏　

■申
６
月
19
日
○月
～
７
月

２
日
○日
に
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１
へ

『
マ
マ
が
お
ば
け
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
』の
絵
本
作
家

「
の
ぶ
み
」さ
ん
と
親
子
で
楽
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
！

■日
７
月
９
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
出
羽
庄

内
国
際
村　

■対
保
育
・
幼
稚
園
児
の
親
子
先

着
40
組　

■申
６
月
15
日
○木
ま
で
ち
と
せ
保
育

園
☎
22
‐
０
７
４
２
へ

教
育
関
係
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す　

に
こ
に
こ
相
談（
就
学
に
つ
い
て
）　

■日
７
月
31
日
○月　

■場
鶴
岡
養
護
学
校　

■対
心

身
の
障
害
や
発
達
の
遅
れ
が
み
ら
れ
る
子
供

と
そ
の
保
護
者　

■申
７
月
６
日
○木
ま
で
学
校

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４
へ

未
就
園
児
を
対
象
に
開
放
し
ま
す　

幼
稚
園
を
活
用
し
た
お
遊
び
会

▼
い
な
ば
幼
稚
園
（
☆
）
☎
64
‐
２
３
１
０　

り
ん
ご
ク
ラ
ブ
…
午
前
９
時
～
11
時

▼
大
宝
幼
稚
園
☎
22
‐
１
８
８
３　

に
こ
に

こ
ひ
ろ
ば
…
午
前
9
時
30
分
～
正
午

▼
和
光
幼
稚
園
☎
22
‐
８
８
３
５　

お
ひ
さ

ま
広
場
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０　

み
ど

り
の
広
場
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
鶴
岡
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
０
６
５
８　

ひ
よ
こ
の
会
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
城
南
幼
稚
園
（
☆
）
☎
24
‐
７
１
６
４

わ
く
わ
く
ル
ー
ム
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
若
葉
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
２
２
３
７

オ
ー
プ
ン
キ
ン
ダ
ー
…
午
前
10
時
～
11
時

▼
マ
リ
ア
幼
稚
園
☎
22
‐
５
８
３
１　

ベ
ビ

ー
・
め
ば
え
・
ふ
た
ば
の
お
へ
や
、
ハ
ッ
ピ

ー
広
場
…
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
共
通　

■他
☆
は
認
定
こ
ど
も
園
。
月
に
１

回
～
５
回
開
催
。
詳
細
は
各
園
へ

平
成
29
年
９
月
に
開
園
す
る
事
業
所
内
保
育
園

や
ま
の
こ
保
育
園
園
児
募
集　

■対
０
歳
～
２
歳
児
若
干
名　

■
運
営
主
体

Ｓ
ｐ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
㈱　

■申
６
月
１
日
○木
か
ら
同

社
☎
25
‐
３
９
０
７
へ　

■他
HP

集
団
読
み
聞
か
せ
絵
本
の
研
修
を
し
ま
す

「
サ
ロ
ン
お
は
な
し
の
部
屋
」会
員
募
集　

■日
毎
月
第
３
金
曜
日
午
後
１
時　

■場
図
書
館

本
館
等　

■対
集
団
読
み
聞
か
せ
に
取
り
組
む

方　

■費
年
会
費
１
、
０
０
０
円

施
設
の
催
し

創
造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
6
月
6
日
○火
・
23
日
○金

午
前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■費
各
日
１
０
０

円▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
「
新
緑
と
野
鳥
の
声
」　

■日
６
月
10
日
○土
午
前
10
時
（
同
館
集
合
）

■場
玉
川
堤
（
３
㎞
～
５
㎞
）　

■師
阿
部
安
夫

氏（
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
指
導
員
）

■費
１
０
０
円

▼
無
添
加
ハ
ー
ブ
石
け
ん
手
作
り
体
験　

■日

６
月
17
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■定

先
着
25
人　

■費
３
０
０
円　

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

い
で
は
文
化
記
念
館

▼
古
文
書
解
読
・
歴
史
講
座
「
出
羽
三
山
を

読
む
」　

■日
９
月
ま
で
の
第
２
・
４
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
（
全
10
回
の
講
座
に
途
中
参

加
）　

■場
同
館
等　

■
解
読
資
料　

村
方
文

書　

■師
後
藤
赳
司
氏
（
出
羽
三
山
山
岳
宗
教

研
究
所
主
幹
）　

■費
５
０
０
円
（
初
回
受
講

時
の
み
。
実
地
研
修
は
別
途
）　

■申
随
時　

▼
企
画
展
示
「
摩
訶
不
思
議
！
出
羽
三
山
展

‐
山
伏
×
妖
怪
×
神
さ
ま
仏
さ
ま
‐
」　

■日

６
月
29
日
○木
～
11
月
27
日
○月
午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分　

■場
同
館　

■費
大
人
…
４
０
０

円　

高
校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円　

小
・

中
学
生
…
２
０
０
円　

▼
共
通　

■問
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
親
水
水
路
の
草
刈
り
作
業　

■日
６
月
10
日

○土
午
前
９
時

▼
お
茶
っ
こ
会　

■日
６
月
21
日
○水
午
前
10
時　

■定
20
人

▼
都
沢
湿
地
学
習
会
「
都
沢
湿
地
や
そ
の
周

辺
に
す
む
水
生
昆
虫
」　

■日
６
月
25
日
○日
午

後
１
時
30
分　

■定
30
人　

■師
三
田
村
敏
正
氏

（
コ
ク
ー
ン
ワ
ー
ル
ド
福
島
）　

■費
３
０
０
円　
　

▼
赤
と
ん
ぼ
マ
ー
キ
ン
グ
調
査　

■日
７
月
１

日
○土
午
前
９
時
30
分　

■定
20
人　

■費
３
０
０

円▼
わ
く
わ
く
夜
の
森
観
察
会　

■日
７
月
15
日

○土
午
後
７
時　

■定
20
人　

■費
３
０
０
円　

■持

藤沢周平記念館 講演会

■日７月23日○日午後１時30分　■場荘
内神社参集殿　■定300人　■演題　
「藤沢周平さんに会いたかった」　■師
江夏豊氏（野球解説者）　■申ハガキ
に氏名・住所・電話番号（１枚につ
き１人）を記入の
上、６月23日○金ま
で同館（〒997‐
0035市内馬場町
４‐６）へ

■問同館☎29‐1880
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懐
中
電
灯
等　

▼
共
通　

■場
・
■申
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
ほ

と
り
あ
☎
33
‐
８
６
９
３
へ

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
猿
鼻
街
道
を
歩
く　

■日
６
月
11
日
○日
午
前

８
時
～
午
後
４
時　

■場
東
北
自
然
歩
道
（
鮭

川
村
）　

■定
先
着
20
人　

■費
１
、
２
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
６
月
９
日
○金
ま
で

▼
月
山
を
外
来
植
物
か
ら
守
ろ
う
パ
ー
ト
11

■日
６
月
18
日
○日
午
前
７
時
～
午
後
２
時　

■場

月
山
八
合
目
周
辺　

■定
先
着
25
人　

■費
５
０

０
円　

■持
昼
食
等　

■申
６
月
15
日
○木
ま
で

▼
雲
上
の
高
山
植
物
観
察
会　

■日
６
月
23
日

○金
午
前
８
時
30
分
～
24
日
○土
午
後
２
時
（
１

泊
２
日
）　

■場
月
山
八
合
目
→
月
山
山
頂

■定
先
着
20
人　

■費
１
万
円
（
宿
泊
料
〈
３
食

付
き
〉
等
）　

■申
６
月
20
日
○火
ま
で

▼
ホ
タ
ル
観
察
会
と
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト　

■日
７
月
１
日
○土
午
後
７
時　

■場
影
見
沢

▼
初
夏
の
弥
陀
ヶ
原
を
彩
る
植
物
観
察
会

■日
７
月
２
日
○日
・
３
日
○月
午
前
８
時
～
午
後

２
時　

■定
各
日
先
着
20
人　

■費
７
０
０
円

■持
昼
食
等　

■申
６
月
22
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

■他
集
合
場
所
は
同
セ
ン
タ
ー

致
道
博
物
館

▼
各
流
合
同
茶
会　

■日
６
月
11
日
○日　

■内
４

流
派
に
よ
る
茶
会　

■
入
席
料　

１
、
６
０

０
円

▼
平
成
29
年
新
作
名
刀
展
～
現
代
の
刀
工
と

刀
職
～　

■日
６
月
14
日
○水
～
７
月
６
日
○木

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■費
大

人
…
７
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
３
８

０
円　

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円　

■場
・
■問

同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
麻
雀
愛
好
会　

■日
６
月
13
日
・
20
日
・

27
日
、
７
月
11
日
・
18
日
・
25
日
の
火
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
健
康
相
談　

■日
６
月
15
日
○木
・
29
日
○木
、

７
月
６
日
○木
午
後
１
時
30
分

▼
芸
能
の
つ
ど
い　

■日
６
月
22
日
○木
午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時　

■費
６
０
０
円　

■申
６

月
９
日
○金
ま
で

▼
Ｃ
Ｄ
寄
席　

■日
６
月
28
日
○水
、
７
月
５
日

○水
午
後
１
時

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６講

座
・
講
習
会

鶴
岡
伝
統
工
芸
竹
塗
り
講
習

■日
６
月
～
来
年
３
月
の
第
１
・
３
土
曜
日
午

後
１
時　

■場
中
央
公
民
館　

■師
鈴
木
勇
氏

（
竹
塗
工
房
鈴
木
）　

■費
月
額
２
、
５
０
０
円　

狩
猟
免
許
講
習
会
・
試
験

▼
初
心
者
講
習
会　

■日
６
月
24
日
○土
午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分　

■場
庄
内
総
合
支
庁

■費
５
、
０
０
０
円　

■申
６
月
19
日
○月
ま
で
山

形
県
猟
友
会
☎
０
２
３
‐
６
２
４
‐
０
３
８

２
へ

▼
試
験　

■日
７
月
15
日
○土
午
前
９
時
～
午
後

５
時
30
分　

■場
同
支
庁　

■申
６
月
19
日
○月
～

７
月
４
日
○火
に
山
形
県
み
ど
り
自
然
課
☎
０

２
３
‐
６
３
０
‐
３
０
８
４
へ　

■他
第
一
種

銃
猟
免
許
を
取
得
す
る
方
に
補
助
制
度
あ
り

（
■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
６
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ
）

中
央
公
民
館
市
民
講
座　
　
　
　
　

超
初
心
者
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座（
全
２
回
）

■日
６
月
21
日
○水
・
28
日
○水
午
前
10
時　

■師
ド

コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
鶴
岡
新
斎
店
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー　

■費
１
、
０
０
０
円　

■場
・
■申
６
月
５

日
○月
～
16
日
○金
に
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

出
羽
庄
内
国
際
村
せ
か
い
の
台
所 　

エ
ク
ア
ド
ル
料
理
～
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
の
台
所
～

■日
６
月
24
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
ダ
ニ
エ
ル
・
ペ
ド
ラ
ゾ
リ
氏
（
エ

ク
ア
ド
ル
共
和
国
出
身
）　

■費
１
、
５
０
０

円　

■場
・
■申
６
月
４
日
○日
か
ら
同
館
☎
25
‐

３
６
０
０
へ　

中
央
公
民
館　
　
　
　
　
　

女
性
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▼
地
域
発
！
季
節
の
味
だ
よ
り
料
理
教
室　

櫛
引
地
域　

■日
６
月
27
日
○火
午
前
10
時
～
午

後
１
時　

■定
先
着
20
人　

■師
鶴
岡
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会　

■費
１
、
２
０
０
円

▼
野
菜
を
楽
し
む
イ
タ
リ
ア
ン　

■日
６
月
28

日
○水
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定
先
着
16
人　

■師
古
門
浩
二
氏
（
ベ
ッ
ダ
シ
チ
リ
ア
）　

■費

１
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
、三
川
町
、庄
内
町
に
在
住

ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
６
月
６
日
○火
～

20
日
○火
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
職
場
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
全
２
回
）　

■日
７

月
４
日
○火
・
５
日
○水
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■定
25
人　

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
交
渉
力
向
上
研
修　

■日
７
月
11
日
○火
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■定
20
人　

■費

５
、
０
０
０
円

▼
接
客
・
接
遇
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
研
修

■日
７
月
20
日
○木
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
美
術
講
座　

革
で
つ
く
ろ
う
！

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
と
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
コ
ー
ス
タ
ー（
全
２
回
）

■日
７
月
５
日
○水
・
12
日
○水
午
後
７
時　

■対
高

校
生
以
上
の
方
先
着
16
人　

■師
野
村
将
太
氏

（
ア
ル
テ
ィ
ジ
ャ
ー
ノ
）　

■費
３
、
０
０
０
円

■場
・
■申
６
月
６
日
○火
～
28
日
○水
に
同
館
☎
29

‐
０
２
６
０
へ

労
働
法
等
に
関
す
る
基
礎
を
学
習
し
ま
す

山
形
県
労
働
学
院
（
全
２
回
）

■日
７
月
19
日
○水
午
後
１
時
、
20
日
○木
午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時
40
分　

■場
庄
内
総
合
支

庁
分
庁　

■申
７
月
14
日
○金
ま
で
山
形
県
雇
用

対
策
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
３
８
９
へ

第
１
・
４
・
６
類
の
消
防
設
備
士
試
験

受
験
準
備
講
習

■日
７
月
27
日
○木　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

（
山
形
市
）　

■申
６
月
19
日
○月
～
７
月
10
日
○月

に
山
形
県
消
防
設
備
協
会
☎
０
２
３
‐
６
２

９
‐
８
４
７
７
へ　

■他
HP
。
申
込
書
は
消
防

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

外
来
生
物
を
使
っ
た
料
理
を

提
供
す
る
飲
食
店
の
募
集

■
募
集
期
間　

６
月
１
日
○木
～
14
日
○水　

■対

ウ
シ
ガ
エ
ル
や
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
等
の
外

来
生
物
を
、
食
材
と
し
て
活
用
で
き
る
市
内

の
飲
食
店
２
店
舗　

■申
本
所
環
境
課
内
「
庄

内
自
然
博
物
園
構
想
推
進
協
議
会
」
事
務
局

☎
内
線
７
０
８

入
居
時
期
は
８
月
上
旬　
　
　
　
　

県
営
住
宅
６
月
募
集

■
募
集
住
宅　

美
原
３
号
、
東
部
３
号
、
城

南
１
号
、
大
西
町
住
宅
…
１
戸　

東
部
１
号
、

茅
原
２
・
３
号
、
末
広
２
号
…
２
戸　

末
広

１
号
…
３
戸　

茅
原
１
号
…
７
戸　

■申
６
月

５
日
○月
～
９
日
○金
に
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０
へ

荒
沢
ダ
ム
の
管
理
上
支
障
と
な
っ

た
伐
採
木
を
無
償
で
提
供
し
ま
す

■日
６
月
14
日
○水
か
ら
の
月
曜
～
金
曜
日
午
前

10
時
～
午
後
４
時
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）　

■場
荒
沢
ダ
ム　

■対
伐
採
木
（
１
世
帯
当
た
り

軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
）
を
積
み
込
み
、
運
搬

で
き
る
方　

■問
庄
内
総
合
支
庁
荒
沢
ダ
ム
管

理
課
☎
55
‐
２
０
２
１　

■他
HP

「
油
戸
魚
の
森
」づ
く
り　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■日
７
月
１
日
○土
午
前
８
時
（
油
戸
漁
港
南
側

駐
車
場
集
合
）　

■内
下
刈
り
、
植
栽
等　

■申

６
月
23
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎

内
線
５
５
９
へ　

■他
小
雨
決
行

中
学
生
親
善
訪
問
団
ラ
フ
ォ
ア

市
派
遣
事
業 

団
員
募
集

■日
7
月
26
日
○水
～
８
月
1
日
○火（
６
泊
７
日
）　

■対
市
内
の
中
学
生
10
人　

■内
ラ
フ
ォ
ア
中
学

校
で
の
交
流
事
業
ほ
か
各
種
交
流
事
業
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
、
ヌ
メ
ア
市
内
視
察
等　

■費
16

万
円
（
航
空
運
賃
・
宿
泊
代
・
国
内
移
動
費

用
等
）　

■申
６
月
16
日
○金
ま
で
本
所
食
文
化

創
造
都
市
推
進
課
内
「
鶴
岡
・
ラ
フ
ォ
ア
友

好
協
会
」
事
務
局
☎
内
線
５
２
８
へ

定
期
健
康
相
談

▼
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談　

■日
６
月
9
日
○金
・

23
日
○金
、
７
月
14
日
○金
・
28
日
○金

▼
ひ
き
こ
も
り
相
談　

■日
６
月
16
日
○金
、
７

月
21
日
○金　

▼
共
通　

■時
午
後
１
時
30
分
・
３
時　

■場
に

こ
♥

ふ
る　

■定
各
日
２
人　

■申
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
４

市
内
の
空
き
家
の
所
有
・
管
理
で
お
困
り
の
方
へ　

空
き
家
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

■日
６
月
10
日
○土
午
前
10
時
～
正
午　

■場
勤
労

者
会
館　

■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
内
線
４
６

４
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・

バ
ン
ク
☎
64
‐
１
５
６
７
へ　

■他
予
約
可

鶴
岡
市
水
防
訓
練 

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

■日
６
月
10
日
○土
午
前
7
時
～
正
午　

■場
羽
黒

橋
～
三
川
橋
の
赤
川
右
岸
（
羽
黒
地
域
側
）

河
川
管
理
道
路　

■問
消
防
本
部
警
防
課
☎
22

‐
８
３
２
０

日
赤
鶴
岡
地
区
か
ら
の
お
知
ら
せ　

６
月
は「
会
員
増
強
運
動
月
間
」で
す

　

期
間
中
、
会
員
加
入
と
会
費
の
増
収
に
向

け
て
活
動
し
ま
す
。
任
意
で
の
会
員
加
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

■対
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
等
の
授
業
料
、

家
賃
、
仕
送
り
資
金
等　

■
利
率　

年
２
・

３
％
～
３
・
４
５
％
（
保
証
料
不
要
。
在
学

中
は
元
金
返
済
の
据
置
き
可
〈
最
長
６
年
〉）　

■
限
度
額　

１
、
０
０
０
万
円　

■
返
済
期

間　

10
年
以
内
（
元
金
返
済
据
置
期
間
の
返

済
期
間
を
含
む
）　

■問
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡

支
店
☎
22
‐
３
１
４
７

労
働
組
合
組
織
を
持
た
な
い
年
収
１
５
０
万
円
以
上
の
方
が
対
象

勤
労
者
生
活
安
定
資
金
貸
付
制
度

　

次
の
と
お
り
生
活
資
金
等
を
融
資
し
ま
す
。

生
活
資
金

教
育
資
金

福
祉
資
金

使
途

生
活
全
般

授
業
料
等

育
児
・
医
療
等

限
度
額
１
０
０
万
円
３
０
０
万
円

２
０
０
万
円

期
間

７
年
以
内

10
年
以
内

７
年
以
内

利
率

年
３
・
５
％

年
２
・
５
％

年
２
・
２
％

■申
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４

７

広域情報掲示板　

ぐるぐる庄内　

庄内の初夏を彩る
あまるめ植木・金魚まつり

■日６月８日○木～12日○月午前９時～午後７
時30分（12日は午後６時まで）　■場ショッ
ピングモール「アピア」　■内季節の花・植木、
「庄内金魚」の販売等　■問庄内町観光協会☎
0234‐42‐2922　■他植木、金魚を1,000
円以上お買い上げの方に抽せん会あり

●庄内町

鳥海山おもしろ自然塾
笹の葉採りと笹巻きづくり体験

■日６月18日○日午前９時～午後１時　■場し
らい自然館　■定先着20人　■費2,200円（昼
食代等）　■申６月13日○火まで同館内「鳥海
山おもしろ自然塾推進協議会」事務局☎02
34‐72‐2069へ

●遊佐町

酒田市美術館　昭和の洋画を切り開い
た若き情熱～1930年協会から独立へ～

■日６月３日○土～７月９日○日午前９時～午後
５時　■費大人…830円　高校生・大学生…
420円　中学生以下…無料　■場・■問同館☎
0234‐31‐0095　■他学芸員によるギャラ
リートークあり（６月11日○日・18日○日午前
10時30分）

●酒田市

キャンドルナイトinしょうない

■日６月17日○土午後７時～８時30分　■場風
車村　■内300個超のキャンドル灯火、音楽
会、じゃんけん大会、蛍鑑賞会、イルミネ
ーション　■問庄内町商工観光課内「庄内町
地球温暖化対策地域協議会」事務局☎0234
‐56‐3360

●庄内町
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

洪
水
が
起
き
た
と
き
の

行
動
に
つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
長
雨
や
大
雨
が
多
い
時
期

に
な
り
ま
す
。
洪
水
な
ど
が
起
き
た
場

合
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

速
や
か
な
避
難
、
情
報
収
集
、

日
頃
の
備
え
が
大
切
で
す

　
洪
水
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
は
、
身
の
安
全
確
保
が
最
優
先
で
す
。

速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
然
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
災
害
に
関
す
る
情
報
に
つ

い
て
内
容
や
入
手
方
法
を
知
り
、
日
頃

か
ら
家
庭
や
地
域
で
避
難
方
法
を
話
し

合
う
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
避
難
情
報
と
行
動

　
市
で
は
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
、
状
況
に
応
じ
て
３
段
階
の

避
難
情
報
を
発
令
し
ま
す
。

▼
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

　
避
難
行
動
に
時
間
が
か
か
る
方
は
避

Ａ Q

120

「東北画は可能か？」と常に問い続ける

日本画家。2002年にトリエンナーレ豊橋星野眞吾賞、2006
年に五島記念文化財団美術新人賞を受賞したほか、多数の受
賞歴を持つ。2009年から東北芸術工科大学美術科（日本画）
教授を務め、「東北画は可能か？」と題し東北における美術
を考える活動を開始。今夏、鶴岡アートフォーラムで開催さ
れる「東北画は可能か？～地方之国構想博物館～三瀬夏之介
個展～日本の絵～」の事前打合せのため来鶴。奈良県出身。

三
み せ

瀬 夏
な つ の す け

之介 さん

三瀬氏（写真左端）と巡る前回の展覧会の様子（１月22日／鶴岡アートフォーラム）

　山形に近づくにつれ緑鮮やかになる、車窓から見
える風景。以前から山形の自然にひかれていた私
は、東北芸術工科大学から声が掛かったことを機に
拠点を移しました。山形での日々に刺激を受け、始
めたのが、「東北画は可能か？」の活動です。私は
日本画家ですが、「日本画」というくくりは大雑把
すぎると感じていました。また、街から離れた丘の
上にある東北芸術工科大学と地域とを結びつけたい
との思いもあり、日本の中でも「東北」にテーマを
絞った制作活動を始めました。テーマが疑問形なの
は、「可能だ」と言い切ることで答えを決めつけな
いためです。変わっていく時代や自分自身に常に問
い続け、その日、そのときの答えを出していく。そ
んな活動にしたいのです。
　活動の当初は、「ここ（東北）でやっていること

はこんなに面白いぞ！」という
気持ちが少なからずありまし
た。それが、東日本大震災以後

は、「東北の今を形に残したい」と思うようになり
ました。いつか誰かが作品を見て、「東北をこんな風
に捉えていた人がいたんだ」と思ってもらえるよう、
この時代に自分たちが見て、真実だと感じたものを
描き残していかなければいけないと思っています。
 「東北画は可能か？」は今年で８年目。作品も随分
増えてきました。今度の展覧会では、市民の方に描
いてもらった「東北画」と自分の作品を並べようと
思っています。鶴岡の原風景を描く人もいれば、自
分の内面を抽象画として描く人もいて、「東北とい
えば…」のような画一的なものがなく、その違いが
非常に面白いです。私自身、鶴岡には何度も足を運
んでいますが、同じ山形でも、内陸と海沿いの鶴岡
では風土も大きく違い、創作意欲をかき立てられる
ものがたくさんあります。夏の展覧会とは別に、鶴
岡をテーマにした新作も考えているので、両方とも
鶴岡の皆さんにお披露目できる日を楽しみにしてい
ます。
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難
を
開
始
す
る
。
通
常
の
避
難
行
動
が

で
き
る
方
は
、
避
難
の
準
備
を
整
え
る

▼
避
難
勧
告

　
指
定
さ
れ
た
避
難
所
や
近
隣
の
避
難

所
へ
の
避
難
を
開
始
す
る

▼
避
難
指
示
（
緊
急
）

　
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
た
め
、
す
ぐ

に
避
難
を
完
了
す
る

■
避
難
が
遅
れ
た
場
合

▼
自
宅
に
い
る
と
き
に
浸
水

　
す
ぐ
に
上
の
階
に
避
難
す
る

▼
避
難
途
中
に
膝
下
ま
で
浸
水

　
近
く
に
あ
る
高
い
建
物
に
避
難
す
る

■
情
報
の
入
手

　
防
災
行
政
無
線
（
サ
イ
レ
ン
・
音
声

放
送
）、
広
報
車
、
自
治
会
の
連
絡
網
、

携
帯
電
話
へ
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
か
ら
、
災
害
に
関
す
る
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、河
川
水
位
・

雨
量
情
報
は
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
の

デ
ー
タ
放
送
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
日
頃
の
備
え

　

家
族
で
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見

て
避
難
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
、
非

常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
町
内
会
等
の
自
主
防
災
組
織
等

と
連
携
し
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

※
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
避
難
行
動

の
解
説
・
留
意
点
な
ど
を
ま
と
め
た「
防

災
情
報
学
習
版
」
を
市
HP
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　〈
防
災
安
全
課
〉

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞   ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

献血　６/4～７/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
６．10○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　　〃 13：30～16：00 　　　　〃
15○木 ９：00～11：30 ネッツトヨタ山形㈱鶴岡店

　　〃 13：30～15：30 ＪＡ庄内たがわ本所
　　16○金 13：30～15：30 ㈱高砂製作所
27○火 ９：30～11：30 ＪＡ鶴岡本所

　　〃 13：30～15：30 ＪＡ鶴岡農機自動車中央センター

今月の各種相談窓口開設日　６/4～７/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 13日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線215 23日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 20日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 ７日○水 10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線410 20日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 22日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 15日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 23日○金13：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 10日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成29年４月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：129,231人
　　 （男：61,654人、女：67,577人）
　世帯数：48,704世帯
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鶴岡の風物や人々の暮らしについて、昔の写真と今の姿を比較しながら、その歴史をひもときます。

つるおかの写真で見る
隔月連載 今 昔

第９回 江戸時代から続く商人のまち 山王商店街

　

内
川
に
架
か
る
大
泉
橋
と
山
王
日
枝

神
社
の
間
に
あ
る
山
王
商
店
街
。
こ
の

辺
り
は
、
町
名
が
今
の
山
王
町
に
変
わ

る
昭
和
四
十
年
ま
で
「
荒
町
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）、

庄
内
が
最
上
氏
の
領
地
と
な
っ
た
頃
に

で
き
た
町
で
、
江
戸
時
代
は
鶴
ヶ
岡
城

下
最
北
端
の
町
人
町
と
し
て
、
庄
内
藩

の
御
用
商
人
ら
が
店
を
構
え
ま
し
た
。

　

荒
町
は
早
く
か
ら
「
市
日
」
が
定
め

ら
れ
、
九
・
十
九
・
二
十
九
日
と
、
九
の

つ
く
日
に
は
市
が
立
ち
、
商
人
の
町
と

し
て
次
第
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。
明

治
に
入
っ
て
も
、
江
戸
時
代
か
ら
続
い

た
町
の
構
造
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、

多
く
の
商
店
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
正
十
三
年
の
羽
越
線
開
通
後
は
鶴

岡
駅
へ
の
交
通
量
も
増
え
、
洋
品
小
間

物
店
の
草
分
け
の
紅
繁
商
店
、
東
京
銀

座
の
木
村
屋
総
本
店
か
ら
屋
号
を
許
さ

れ
た
木
村
屋
パ
ン
菓
子
店
な
ど
が
軒
を

連
ね
ま
す
。
商
店
街
は
鶴
岡
の
商
業
活

動
の
中
心
だ
っ
た
の
で
す
。

　

昭
和
四
十
年
代
以
降
、
自
動
車
の
普

及
や
郊
外
へ
の
大
型
店
の
進
出
な
ど
で
、

か
つ
て
の
繁
栄
に
陰
り
が
見
え
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
六
年
に
始
ま

っ
た
「
山
王
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
」
や
八

月
に
行
わ
れ
る
「
お
ぃ
や
さ
祭
り
」
は

た
く
さ
ん
の
人
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
市
が
立
っ
た
日
の
荒
町

の
姿
は
、
き
っ
と
そ
の
よ
う
な
様
相
だ

っ
た
の
で
は
と
思
い
が
巡
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

本
所
総
務
課
☎
25
‐
２
１

　
　
　
　
　

１
１
内
線
３
１
７

▲大正期の荒町（山王日枝神社前から）

▲大正14・15年頃の荒町（木村屋前から）

▲現在

▲現在


